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i  1  9  5  0 年」葉時 の

J  950 年の春、卒和ではあったが多難に暮れた 1949 年は建築界にとっても忘れるこ

とが出来怠い。

想えば展覧曾もやった。講習曾、講演曾、見皐曾が繍いた. 建設業法も成立した. そし

て、他にも種 A な施策と提案があり、新究も横けられた。

併も依然として問題は山積し、殊に業界の不振は未だ眼鼻のつかぬままに持越され仕方、

1  9 5 0 年の建築界に踏み込んだ形である.の感がある。かくて今年、

多難といえば今年こそ更に多難かも知れない. そして来る年も、また来る年もの感がな

レでもない。併し一面今年こそは、来年こそはと云う考えもある。

所謂アプレゲーJ L . なるものが底をついた 194 9 の上土をとってみれば、その下には固

レ基礎が顔を出しているのではあるまいか、僑と欺鴎の皮をはいでj忌から出てくる異質の

もの。

今年こそはこの基盤の上に立ちたいものである.

日本の費情に卸した建築文化、この狭い貧しい日本の土の上に一つ一つ本営のものを創

り上げたい.

カ ヴ チ リ と 受 け と め し 羽 音 の 澄 み や う や

の 松 か ざ り先 づ ー ぷ く茶 を た て て

2  



設 晋! 大 阪 郵政局建築 部設計 課

施 工 株 式 合駐 在き 沼 組

主主築面積 周 合 ] 階 209.33坪

2 階 202.98坪

附 風 合 ] 5.43坪

計 427.74坪

仕 上 概要 タ ト 接 尾 根 、綬 勾 程、 アス 7 アP ト防 水、

タト韓、 ラ1 下 地 、 そん! 1- 1レ、 特殊セ

メントガン吹付、 ' 1sf岩室、5fi 鉛波 、

餓板王手、 木部オ イ/レ ペイ ン ト仕 上グ

〈淡決 色〉

l陵廻リ人法石洗出玄関廻 D 柱 、建具

ジ ュ ラノレ ミン張 D

内 装 一般 ，、床徐甲板 オ イノレステイン 仕 上

廊下其ノ 他 一 部 D ノ D ユ ー ム] 放、高責

漆日食一部駿初日 、 自透張 D 、 天 井 漆

喰 一部 打上ゲ、木古都ノ、スベテオペノレ

プイント仕上グ

〈淡資白 色〉

公 衆室ノ、床、l陵人造 石洗出シ

古ウンタ ー、ノ、 、 テラy " -

‘3  
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日本毛織株式合居士本最t

設計概要

場 所

神戸市生国直江戸町八八番地

設 計

株式合社竹中工鈴鹿和1
1
戸支底

設 計 部

施 工

株式合世竹中工務底神戸支底

工 期

昭和24年 3 月上旬着 工

昭和24年 9 n下 旬峻 工

務 地 面積ー ＵＵＶＮｇＵＸ ｾ＠

建 築荷 積 地 階 26.16G坪

一 階 418. 533坪

中二階 5. 25 坪

一 階 374.832.Jif

苦l' 824.782坪

橋 治 主 体 木 造、地階 、防

6  
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社 畏 室 重 役 室

. . 議室 和 室

8  

外 部 仕 上 外 壁 グレイ色モノレ 9 ル完走; 寄 ν 仕 上、 一 般 際 、 玄 測 ポ ー チ 迦 人 中 庭 芯 路!: 甘近、花壇

霊安色育ｬｬＺ Ｑ 勾引石〈小叩仕上〉姑ロ玄関主ｾ寸Ｎ柱、玄関入口廻人禍色テラ［Ｏ ＭｊＡ占、犬

主主り1 ' / 砂利洗出仕上、道路面入口及防火焼RiJ 口吾r ，ノ、シャツf 1. -{: j ::f. fi

主主主内部仕上 :f; i留 床入造石併出民織目地入、巾木、感極色テラゾー貼、カウンター甲板黒色大道

石、墜フ・ラスターグリーム色7j ( 性ペンキ塗

事務室 床日ノ D ユームl J Y、巾木木製茶色泊ペンキ塗、 l皮 セ メ ン ト プ ラ ス 声 ¥ 泊 ベ シ

キ仕上、墜プラスターグ ｄ ーム色 Ｗｾ 性ペンキ治、天井テツグス＿ ] 1 ーム色7j ( 性

ペンキ仕上、桜子木製グレイ色泊ペンキ君主、獅古: 柱息地征ペ= ヤ板貼ラツグ仕

上

合議室 床 D ノタイル、号室パネル組子i誕地ラツグ仕上、パネ Jレ皆、プラススター、ラフ

= ー ヘ i塗?白A ンキ仕上、ノj 、壁、天井ボーダー添喰7，f . : . 性ペンキ、天井テツグス

71く性A. ; / キ塗

E社長室、 E主役室 床 市 松 D ノF イル、壁、居士長室、オ D エン 9 ルグロ- 7 . 泊ペンキ吹液仕上、重

役室、プラＷＮＶ＼ー、ラフコ ート 塗、泊 ａ ンキ仕上、天井添喰 Ｗｾ 性ベ ｌ キ塗Ｎ飾

槻ホンダータイノレ見占、甲板、ＮＮＮＮＮ［Ｏト ｊ レＢＧＭＷＮ Ｈ カ・ＷＮｾ脳板、 ｲ ｦｊ木、 ｊ 黒色大理石、

ラヂ= - 6 < ー関口 書ji ホワイトプロンズ製グ D ノレイ寸

設 的 工 事 各 室 蒸 気 j gU号、便所* 洗式、停電時ノ T制申灯設置
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購融関醸盟騨鞠醸

湯 F斤

設 計

施 工

事 土 地 面 積

建 築 面 積

有事 遺

基 礎

床

墜 体

小 屋

兵 ｅ 官庭菜武席郡良元 ｴ Ｎｪｾ世主包字桝縁

日本建設産業徐式合最土 建 築 部

株式合置土銭 高 組

9  0  0 坪

1 階 159.14坪 2 階 140.68坪

計 300.09坪

無 筋 コ ン グ D ート 差是

根 太 フ ロ ー] } : y グj ; f . ミ疲床

木主堂if.a!組

手n小 昼 一 部 木 造 ト ラン λ

9  



⑦ 

= 階卒面画

い H Aー

10 



仕 上 一 階 卒 函 咽 二階; 苧菌掴

外 壁 ラ 1 下地色モノレ，i ! "， j径
1  ｾ［ Ｇ＠ .1- 1 談 話 室

Tfr ジ、 願 人 造 石 洗 出 シ

2 玄 側
2 本

室
1  0 帖

島 根 日 本 文 塩 見 4寸5分 勾 記
3  !J 管 間

。d 平J 年.  ｾ＠ 8 帖

関 口部 木法廷q{ . 3  m mガ ラ エ
4- 1. 長 三呈

4 察 室
6 1陥

入 待 出 し ア ー ム パ ラ y λ

三ｾ 理 人 当守 九 祭 室 4. 5 帖

→ナツシユ

r， M Jjl i' 
6  i!足 eJf 

察室1 f l ! 入、床、棚、洋目lU ;;-
"( Vt  函 liJf 

γ i光 面 所

1 、 線 側 f立 付 机、 星章: Eb皇室

8 命 主主

ヲミヂ! : ハ 、 i悼 線 天 井

日 野 !s.‘ 
食 堂 床 ナ テ フ ロ ー D ン グ 、 墜

7・ラス fi. ー コン ピ キ ー シ
10 n世 衣 当f

ヨン A イント 、 天 件 7 ・ラ ｬｬ ｾ 谷 守ｾ

スタ ー 12 焚 口

娯 楽 室 床 ナ ラ フ ロ ー リ ン グ j陵 13 倉

夕 日 ヤ ラ ッ カ 一 重量プラ
14 袋 玄 制

:;::. !t 一、 ・ラミチニ|ユフ. ラ: ; <，i ! ー
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島豆

..iiiF- 界

は じめにお断りしておきたいととは、とのよう

な題目 なら 、ほんと; す他にもっと遁常な方が居ら

れるというととです。それにもかかわらす私が協

舎から御指名そ受けたからには、私の慌た片寄っ

た物の見方にも何かの意味在見付けた上での事と

考えて、 あえて書く事にl - ました。

感 j早の様子を知る E誌に 、試みに昭和24年 ttr の建

築雑誌を攻上けてみましょう。すると、殆んど毎

読といってもよい位J草山、畢術講演曾や研究費表

禽 の案内が出‘ ていのが眼につきます。そして 、そ

の講演四百と研究者の顔fぬれが多種，多彩であるの

に驚かされます。よくもまあとんなに津山の研究

目が言うるものだ . とれなら律事停凋係の間組は聞も

題な く皆片付いてしまうのではないかとさえ考え

た くな ります。それに 、研究者の顔渇れに所謂祈

人 のタイトク回受士ししまだ芯¥r- 積りでい土す

私でさえ、もう古顔の方ハ押しやられたみたいでー

す。とんま風に見ますと 、終 iUi 後の困幾三今の時

代に皐界ばかりは我が世の春かと ，也わせられ士す

研 究霊友6きに出席してみます。 何だ j; ，大をき難し

い 詩が、十分聞か十数分間待.て題百七費えで次々

に表わ ｾｬ て、忠、なっくひまもありません。一つ一

つを厚[1解存すること t俗け1才-人A.:.警餐雪ご事

頑?張I艮3つて聞 ν引、て‘ ρ ても、その大休の窃道を掴ひの

がやっと と・さです。自分だけが顕が悪いのふと思

っ て、 恐る恐る他の人に聞いて見ると、どうも私

7ざけではなさそうなので、ひそかに少しは胸擦で

下して自 らをと! 古めます。とんな のが 、近頃句研究

舎のをl J i 伏の様です。それで lρ て 、色々 な問題が次

々に解決されて建築の接聞が進み 、挫築の技術が

面白を改めているかというと 、 どうもそうとばか

り同云えない様です。 r うした事でしょうか。

研究題目 が多摩多機で、その内森が大事き難し く

なったとい う事は 、1鴻; かに t撃さ聞が進歩した馬fざと

云え ましょう 。昔みたいに 、直ぐ分るような簡翠

12 

展 望

鷲 尾 健

な大雑把な方法では、近頃の問題は解決出来ませ

ん。又一方、それで片付くよヲ友司王な ら、大休は

もう分っていて仕事はすんでいます。それで深〈

究込む軍事"Cは 、難しい事をやらねはな りません捌

?を一つして見ても、その統計のと り方がどうだと

うだと問題になてコて、難 しい近代統計皐とやら の

顔色を伺わねばな りません。 官f験も同じです。こ

れは何キロあれ は何キロて潰九たというだけでは

・ああ そうかといえばしまいで、その結果が色々な

場合に臆用出来るためには 、そのtf 験では何と何

がど ん なに関係す るのか 、自 分はその何と何をど

んと風r 調べよ うとしてい るのか、始 めからハツ

キリ考えて置かねばなりません。そうすると 、精

密な宮験は大抵物理や化壌の方の所謂理製的な基

礎的な研究と同じ様友考え方でせねばならなく な

ります. モの結果を裳ffs . するのに も、 簡4 i - な監事

で; - j 大抵 f交に立ちません。叉、近頃比較的目立つ

Ｑｾ［ 司法壊の理論 的な研究で 、 は、ややとしい微分方程

式や積分方程式等がジヤンジヤン使われ、サイ ン

コサインどころでJ 才ない難 しい事忙なります。つ

まりとの頃の研究には 、精密で難しい方法が使わ

れーているのです。とれで前にも言ったように、笑

外問題が解決していないとする と、 研ヲL者として

は、大いに反省しなければなりますまい戦争中に

航空工撃やその他の方而て 、主主筆や色々友方法が

大費進み、昔の方法で行詰って いる所へそれを取

入れるとそれがうまく片付〈ので、皆が競争で離

しい方法を使い始めた という事もありましょう 。

叉、研究者の方から見て、航空明身の有力な人遼

が碍 向し℃、 ｆ 鋲唱 致事・態用カ接・賂弔物 理Ｎｾ奥方

! 雨から建築コら・商へも進出、それが刺戟になってい

るという賠 もあ りましょう色々な事が考えられま

しょうが、今、君、共とじましては、それで・ もま だ

余り問題がi符決し強用化され る所まで行ってい た

いという所が問祖: なのです。ただ新 しい方法な ら



有 力Tさと、 流行; a. i阜ってい る嫌いはないか、問題

の解決を官用化 まで押し進めないで、そんな.地 味

な仕事は放 り出して おいて、 i汲手友商ばかりに策

ぞとら れているのではないだらうか等占です。 そ

れに しても、 コツコツと基礎的えに資料; a . 集める事

から始めている土也味な研究者の案外多い事を見逃

してはならないと思います。やがてそれが果そ結

ぶでしょう 。私はそれを楽しみにしていえす。

ヨたt亡、研究者のこと を考へて見ましょう。確か

に研究者は大費ふえた と思います。その職場も多

方面にわたっています。 それは、前に去った研究

霊表合の講演者の顔胸れを見て も分ります。 とれ

は確かにお互に喜ばしい事です。東京の建設省建

築研究所ーの人達の活躍 も目立ちますが、曹制大身き

は勿論、専門易経佼か ら昇格した各地の新制大t撃に

も研究者がふえた事段 、私共にとって大李登心強い

ことです。新車皇制の登足にあたって、上級謬校護士

官の研究能力が問題に されるようにな り、 何等か

の研究業鎮の ｢ る事がその，ｾｾ僚件の 一 つにと ｺ っ

て、その震に昔は教育に専念出来た専門襲校の数

1ぎても研究設表をせねばならな くなったのだとか

客観的保件を反映 して 考 え 方 が 少 し 饗 れ 自 分 が

研究を しているととのハ ツキリした しる しを護表

ーという形で越し、積み重ねて行 くようになったの

だとか 、色々と云われますが、viJ がもとであった

にしても 、 とにか〈研究者がふえたという事は 、

お互に喜ばしい事だと思います。ただこエにも反

省せねばならない問題が言うると思います。それは

研究者仲間と云うもの材、ハツキ リー強気から分れ

ているものだらうか 、それでよいのかと云 う事が

一つ、 も一つは、皆が思い思いに研究をしている

のではないかと云う事です。 日本接術舎薄々員選

考基の時 F亡、研究者と lすとれとれの人だとやツキリ

直切りをつけられたよ，うです。しかし、戦守中か

らよ〈云われているように 、よい研究者ぽ研究に

志す大勢の人の中から出てうlをます。 ピラミツドの

下 の幅が大きくないと、頂鮪は高〈ならないのに

例えられます。それで私 l才、・所謂研究費表そする

のには蓋しいと思わf L るような一見小さい問題て

もよいから、それをこ取上けて研究をして行 く人が

一人でも多い方がよいと思い ます。そんな人濯を

育て上 ゆるように 、叉. その人達も蓋 しが ら歩、

しかも謙虚な気持でその研究を績ける よう に努 め

るべ きではたいでーしょうか。も一つの研究連絡の

問題ですが 、と れば絡 鞍後早 く建築事舎で言十詣 ・

繁行されて いま す。そして、 誰が何をやっている

かと云う :rp: が笠録され殻表されていますが、それ

な見ます と、 建念乍ら 、一路自分の縄張 りそ硲:保

した とい う感 じが抜けまぜ ん。 議』て強表し連絡を

する7ざけでな い もっ とお互に胸襟を開いてお互

の研究を批判 しあう機舎を多 く作り 、お五{ 亡手を

つ ないで進む方がよいので はないで しょうか。こ

れは勿論、昔か ら同じ職場の中てぬ行われてい る

事ですが、喜喜界全部がそうな bたいと思うので す

謬舎の大舎毎に討議そ して、今年は どの部門は ど

こまで研究が進んだか、どの問題が解決したかを

大勢の意見で判定し、 ヨたに ω何と何に重貼をおい

て研究をとしようと所謂宿題をきめて 、 とれ1，(Fを大

倉の名で公表する という様になれば、今・云タた事

も余程よ くなるのではない か と思われ ます. こ れ

は、万閣橋梁 ・構 築工接ノリ4でやって居り 、我が

園でも鐙皐舎では以前からやっているとか聞いて

います。

研究題目の中で、一つ大費目立つ ものかる りま

す。 それ十三 、不燃・組立の構造で、色 k の形式の

ものが考えら れ 、何々式と云った名のもとに方々

で賞施されている事民 、既に御承知の事でし ょう

とれ らが、 大抵月IT語研究者によって考案さ れ、 研

究者の街頭進出の形て行われている貼が注目を ひ

きます。研究結果主主貧際にやって見るのですから

研究の最後の仕上けであ れ その意味で大捷よい

事 で しょう 。しか し、ここで私の考えさせられる

事除、賞織ならその方面の専門家でまうり経験てり

先輩である業界が これそ研究的 に取上ゆるのか営

然-:-el> るが、こ のさ晃界と業界の協同研筑が十分に

行われているだろうか という事です。. . なる流行

tて修らぜえ互いで、真面目，ｾ亡耳元上けて 、 育て て 行つ

ってほしいと思い注す。

紙面化; 余前がないので先准急: ぎますが、最後V亡

今の塵界の大きなl笛みについてお話しましよう 。

それ除、研究設表と研究費の問題です。おかねの

問題です。余耐のある時代な創れ、ず知らす、今

の時節ては仕方がないと も云 えましょうが、折角

の成果が護表しに くいのは大費接念です 。 しか し

最近院なって文部省から補助が出る ｾ Ｎ ￬ｈ ｲＮなりまし

たから 、その中に付多少緩和されるぜしよう 。又

研究費 t才少くてもとの頃け必- t - . 何等かの成果をあ

けるように要求されていますが、何分少い研究費

ですから 、方ー にもその僅かなものぞ奪ひ合って

泥試合そする事になっては 、率界の不幸 この上 な

しでしょう 。 ζ れfざけの研究費でとれとれの問題

を解決 してほし いとい う註文が一般から津山出て

研究者がそれを どんどん解決 して行 く時代が早く

来てほしいも のだと 思い ます。

く筆者・大阪大接工車部教授〉
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建 築 界 を? な

京都というもの静か友、東海道本綿の袋小路の

ような街に閉ぢともって、 2、3 の謀 せ られた講

義主主果すだけで、そのほかけ教室の運営や襲生の

指導には至って消極的に、? とだ自分のすきなこと

を考えて暮している、袋小路の奥の裏庖に住んで

いるような私に、激しく動いて行く天下の形勢ｾ

展禁ぜよとは些か営惑の課題である。 1950年の初

頭にあたって怒り境り行く建築界の形勢を民撃す

るような高みにもおらすヘま? と資料も持ちあわせ

が友い。しかしもっと緩漫な時の流れ俗、いかに

のんびりした京都に、いかにのんびりと住みつい

ていても 、思窓、からも眺められ、感想もな くはな

い。いさ L か所感宣誓いて皇官僚を果したいと沿も

う。したがって これは特に1950年の初頭にあたっ

て特に建築ｾＮＺｺＺ展撃するというような仰 ｫ しいと

とで除去主〈、感窓、にある私の小さな蹴野陀入って

きた建築界の眺めでありそれに反隠した私の感想、

である。

最近二人の若い卒業生が殆んど相ついでト、請負

を去って他の職場に移るというととを聞いた。二

人と ，も甘マンテ ツクな夢多い接生でぽ喜うったが、

反吐合的及、消極的な性格のために荒つほ・い激し

い請負の室祭に策押されてしまったわけで除決し

てないが、たにか肌 tてあわぬものがあったらしか

った。人にけいろいろ異った固有の性絡があり、

職場にもいろいろ異った空気がある。肌に通った

宰寄託を求めて、業慮でのびやかに自分の個性を呼

吸さすの同結構友 F とである。一躍そう考えて私

も彼等の時進を心から腕帽したのであった。けれ

r も、ふり か えって名簿を繰ってみると請負か ら

の時進し? と者は決して 2、3 にとどまら今、かな

り教えあけ、る ことが出来 る。ほかの職場でf . j ' ク ピ

にでも えT らない限りめったに時進した者を聞かな

いというのに。建築の請負けE 管工事の 多い土木

とち がって、日本のあらゆ忍建築物の施工そほ と

14 

す3ミ
め て

- 2，3 の 戚 想 ー

横 尾 義= 貫

ん/: . ' 1手に縫っている、全建築界のもっとも 大き

なパートを占めているものであ るのに、建築工拳

の最高の知識を吸牧し? とは歩の人たちの、 1 部で

はあるといえ、 「時進」するものがかなり見う.け

られるというととり、見通してはなら友いととが

らである と思われる。何が一体彼等をそうさぜ?と

のか。そとでそう私は反問してみた。そして 1 つ

の答えそえ?と。それ ぽ「経験」と いうやっかいた

代物が彼等制簡をしたのであると。

経験によって技術が俸習されていくととろでは

年期がものをいい、そとの飯J . i ' 長〈喰った ものが

ハマをきかす、経験t r : は理慾はないのだからそれ

け紳夜、な扉の奥のサングチユアリに銀座ましまし

て、未経験者には森易にうかがいしれないものと

たる。その昔、創術の修業者は、剣術を君主らうの

にます手師匠の飯炊きをやるととからはじめた。飯

作きに年期を入れてやっと秘侮そ見せてもらうと

何とアホらしい和歌 1 首がかいであった。とのよ

うな紳秘的左足停習がおとたわれる ととろ陀は技術

の進歩は ない。師匠の到達した奥停の高みまで、

弟子は Oからはじめて、師匠がかつて辛苦したの

と同じ年月そ苦捺して は じめて登りつ〈。孫弟子

はやけりま? と同 じととそ繰返 えす。とのよ うな

ととろでは経験によってかち えられた技術ぽ個人

の能力 1 ばいに ねー向上しうるが、世代とと もに蓄

積するとと同なしただ高まってけ下りする波じ

浮いた木片のような ものにすぎない。ス. . . r - ー ツは

個人の肉体的能力にｾＧ［ｬ・限りがあるからたえぎる向

上 は む ?か しいと思われるがそれで も紳秘的君主停

習法を股ぎすてた近代スホ. _ ツで l才、年毎にタ 4

ム信改善さ れ、ホームランの打数はふえていくの

は商白いととである。さて近代位舎の中にある建

築業がとのようえZ極端な神秘的な技術にたよって

いるとぽ 恩はれない。けれども施工の多く の部商

が未だ機械化され歩、手工業的主主方法に?とよって



いるととは事実であるから、経験がもの云い、上

c やうな傍管制度な存温しやすい場を作っておる

ととも事実てるる。そとでとの「経験」というや

っかいな代物な、工事的な頭で整理し 、そして経

験ぞ個人的なものにとどめ? に駐曾的な共有財産

tこして、技術の向上を同かるととの必要が感じれ

るのである。もちろんとの経減至上的なワット

しさのドラスチカルな療法は生産手段の機械化主主

促進し、施工のあらゆるフェーズぞ計測しコント

ロ- ] レで司きるようにするととにまうるの防いうまで

もない。しか し機械化の急速な進歩は 、終演的な

所との僚件におさえられるのであるから、機械化

促進の努力とともに、経験的技術に近代工場の光

を投けかりで工接的な技術へとりとむとともあわ

ぜて、極めて重要なととでるるといえよう。

すとしトツピないい方かもしれないが、私ども

防コンクリートについてけ進んだ知識右もち、ま

たその施工の管理方法も精しく研究されているが

日本でコンクリー卜よりもはるかに移しく築かれ

てい る木舞壁に t言工率的な知識l' : i もちあわぜて い

ない。とんな蕗にも反省の余地があるのではなか

ろうか。とまれ機械化にゼよ、経験の整理にせよ

建築施工そエ製へ昇華さゼ、いままで建築設計お

よびそれ以前に偏よっていた建築工事右施工まで

ひろけて宇身不随からすくう必妥があろう。最近

業界でも研究部が充実する傾向が ib lJ ，大患にも

施工の講座が開かれる動さがあるととはまととに

よろとばしいととで b る。とのようにして畢生も

患に「教養」としての工接でりなしに、実効ある

工撃なみにつけて自信. : i ' 以って施工者の道左 えら

び、進んで行けるようになるで言うろう。

駄の長雨の頃、雨降 P に悩まされた。結じめは

壁をと偉う程度て誌うったのが、遂には坐数の真中に

も落ちはじめた 。雨足が激しくなるのそ聞くとい

つも憂穆になるのであるが、家主も借家人も修理

する資力がなく放置している。隣近所にきいてみ

るとやはりとの例主まぬがれない。たしかに家の

葬命. : i ' 縮めて、深刻な佐宅事長在外じ1 ' J - あらわれな

いが、さらに深刻なものにしているにちかひない

それはともかくとして湾えさせられるととは建物

のいわゆ忍メインテナンスといふととの重要なと

とである。建築技術者同母物. : i ' 建っぱなして付い

けないので、建物が出来上ってから後の合理的な

メインテナンスをおとなって建物そもっとも健全

な批態にたもち、その天需を全うさせるととをぜ

ひ考えねばならない。さらに建築後賞初の計醤の

効果が果して漁期通りじるらわれているのかどう

か、住い方調査のような反省があら るゆる方面に

わたヲて必要であろう 。そ してとのような資料と

その分析防新しい計萄のもっとも力強い裏付けを

提供するととになろう. 施工の商とともに建築技

術者がいままでの設計までの段階への偏重ーから 、

施工までエ謬をおしひろめ、さらには施工後のメ

ンイテナンス 、計書の効果に までエ接的な関心な

おしひろめるととによって、はじめて建築工撃は

半身不随から開放されて全きものとなるととて通う

ろう。

大壌の新制化も今年隊第 2 年自に入り 、今年か

ら十才専問的な敬育かはじまろうとしている。新し

い制度て防 1 時間 it 予習、衣の l 時聞は・詩語、お

わりの 1 時間信復脅となるような趣旨であると聞

いている。図書館の設備や、教育専門の助手が乏

しい日本の大撃でほとの通り行なうには数育者 k

t才かなりの重待となることであるうが、それ同ーと

もか くとして接生に輩、f しど は親切なよい数育法で

まうる とお もう 。と か〈いま までの教育のやり方同

親切に乏しかったように思はれる。米兵の讃物に

歩哨の守則.: i ' 漫苦言化したものをと見たと とがあるが

かつての日本の軍隊で 1 言 1 何でもあやまればピ

ンタ右往せながら教えとんだのと 思いあ わぜて商

白いと思った。無味乾燥なものほど、とれそ 5 ま

く調理して食べさぜてやる親切が必要であるとお

もう。ととに乎商的に経験的事実そ羅列した無味

乾燥な科目そもっている建築製利で段、 Jを.-yいう

親切が必要であるう。経験的反術け年期. : i ' 'J ' 、れて

自分で獲得させるという行き方てな しに、 i罰自く

紫にお段、えて年期. : i ' でーきるだけちぢめるようにす

るべきものと思う 。ドイ ツの本にパウアナトミ {

〈建築構造解剖〉という- %- くの構造の解りやすい

パースペクチプな解剖悶を載せたものがあるが、

日本でも建築 1 般構造そ美しい総本K 仕立てるも

のはないかと思っている。

建築界の展撃であるためにはもっともっと津山

の具体的な事柄そ把えてと友ければいけ友いであ

ろう。しかし私の窓には、そんなに多くの事も映

じてとないし、紙数もつきたようであるから、題

意にそむいたたそれがb るがとれにて筆ぞおきた

い。 〈筆者 ・京大助数授〉
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E旬 器 は 土

銀次色の美しい長大主主シぷ v ーが来て、滑らか

に庭前の菜畑に停ると、健康にかがやくうれしゅ

程表情の H氏が下 b立つ、聾. : a : ' 交すと、すヤ車尾

の物入れの韮を上けて草色の仕事着を取り出して

元気な足 E りで私の工房に入る。

背庚を股いでmL着のみの裸像の上にエプロンパ

ンツ 密着に及んだ職人姿に友つでもよく似合%

がっちりしたド 4 ツ系の人らしい H氏除法接畑な

ので萎術がよく解るかどうか知ら主主いが、誠法陶

器が好きで、土と取組んで官クロ. t ，e 稽古する矯に

毎日シボ ν ーで通って来る J仕年紳士のアメリカ人

である。

事生時代から語製は不得手だった私の一人息子

のT . : a : ' 相手に土と取っ組んで、自の暮れるまで牛

后の四時間ばかりそ震に熱心にロクロそ廻しつづ

けた。

。ログ官号 1"'" ｾま土を握り伸して器物ＮＺ￡ＺＧ作る陶器

の基本樹何でまうる。 H氏の腕前では土の伸びが甚

だのろいが先づ肝腎た; 南腕ともよく据っていて、

泥乎そしごくのも諜しけに丹念にログロそ廻す。

絵り土の伸びが遅いのでやっとーまの土がコップ

や皿、鉢になっ℃一枚の板に並ぶのが H氏の宇目

の仕事であった。

r うかすると H氏の指が外れて危〈主主ると、 T

が助け舟を出すので、一つもつぶさす手に形にはま

ったが、ジヨヅι キを作るつもりが茶碗になったり

茶碗のつもりが肌になった Pするとともるって、

スキーの行〈方へ人が乗って行くやう友初心のう

れしさもあるらしい。ア メリカにはリクリエーシ

ヨンでログロを廻す、日本の繁焼とは少し趣. : a : ' 異

にする遊びがあるらしい、 H氏がロクロに熱中し

ていると疲れたろうと茶やコーヒそ出しでも飲ま

ないで丹念陀仕事をつづける有様はただのリクリ

エーシヨンで防なさそうだ. 今から一年前、やけ
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り寒い時分初めてととえ訪ねて来た H氏は

ぴ

助

。私tま諸fが描けないから、緒付せ? に仕上る陶

器の作 b 方が習いたい。ク

と云って鎌倉の或る人の工房でログロを稽古し

ている彼自身の篤虞を見せたので、珍しい特定、家

があるものと感心さされた。業の時私の工房での

土から焼け上あまでの工程を見て、以外に相営解

った様子だった。

秋十月陀私が東京え行ってH氏と逢った。相饗

ら今熱心えに陶器熱でA ホテ J レにロク官そ備えつけ

て稽古をしているが焼く方法は友いかと云ったの

で、私は、。電祭で紫焼そすればよいでしょう。

と云うと H 氏は言下に

イクラツキ{ 焼は・きらいです。

と去った。いろいろ相談をしたが通語も難しく

て、結極本撲ではホテ J しを焼くことになりそラだ

と大笑いになった。

ータ回黒で御馳走になってから A ホテルの一室

でロクロを廻して遊ん把。芝浦製の牟馬力で廻縛

する径一尺二・三寸の餓板のロクロはかテルのぶ

ーイがタ襲な蓄音機ですね。と云うのも無理材、な

いほど不思議な存在だった。土はホ{ ロ一銭音寺の

華物に保存してあって、作つてはつぶレ作つては

クぶしして ログロを築しんで- いる H三たも亦珍妙な

存在であった。書棚にぽ陶書が並んでいた。

駿河台の私の宿から目黒え、目黒から A ホテル

え、それから叉駿河合えと夜の雨の東京を乗 P心

地のよいシぶ v ーで選り迎えてくれたH氏のドラ

4 プ振りは陶土のロクロを廻すよりは遥かに美事

で快適な印象を奥えてく れた。モう した聞に。向

日町えこの車で行くからログ P . : a : ' 数えてほしい。

と云はれて快諾しておいたのだった。

冬にし‘ てエプ ロンパ ンツ着の 田氏は、 塞がりも

せ歩丹念に仕事を績け? と。 T や私のお伝・つかない



箪語. : a i I 立べる英語と H :; たのクも少しクとか宇津山

。とかク大丈夫クとか云う乏しい日本語のやりと

りで H氏十才ぐんぐん勉強した。初めの二日間ロク

ロの水引をしたあと、乾くのを待って底足の削り

そしてから、化粧掛を施したりそぎや箆彫、 櫛猫

など大よろこびの六日聞を経ると、翌朝の五時 に

B ホテルを出て東京え、シポ1 / - で東海道そ蹄り

去っ? と。

私達父子がH氏え乎ぞとって数え た ととろは、

陶器の基本をなす土仕事の平易 なととろで、すで

に一年以上稽 古をつんだ H 氏はのみとみ らよく、

私達の親切をよるこんでくれた。然 し叉私達 父子

が彼ふら手をとって教えてくれた仕事ぶりや生活

ぷりの方が遣に大切で大きいも のだった、これ以

上云うのは毅 ｾｉｉ め か し〈なるので止めたいが、私

達ば もっと生活そ楽 しいものにする震に、 もっと

本気になって事を運lまな くてはうそだと 思った。

近頃日本の貿易陶器がう さ く行か ないことそ耳

にしたが、或いは経済事情ゃいろいろ復維と事情

ゐまうるらしい、 然し それ よりも もっ と大切たのり

日本の大量生産陶器には根本か ら丹念 に考 えなfま

す貼がまうるのでは なか ろう か。

今か ら四五十年も以前のこと、京都には アメ リ

カ向の大い査を盛んに焼く 察が あった。年少の私

には不思議なほど Cかで'iJ' とる くどい武者番や人

物惑 を描きつめた馬鹿派手な花瓶ばか P作ってい

た。それが業時分の粟回焼であって、 粟問 ばかり

で は友く、五僚阪之も進出 L て来て盛んに友るば

か りだった。本紫では焼 き易い自の無地ばかり焼

くと、一方には緒附紫がまうって、津山 之言動工そ働

かせて盛上け五彩ｾ畳一面に描きつめて、手数の

かかる陶絡だった. 私達lこはそんなあくどいもの

を飾 るアメ リカ生活が想像もつかない海の向うの

こと止しか思えなかった. それが二三十年間も績

いて、いつの間にか衰えて、焼か友くたってから

もう二十年以上にも完了、ろうか。

それか ら時代は費ってしまって、思純ですっき

りした もの、機能的なものではなくて肱通用しな

くなっている。今日でも、日本の製陶業者や貿易

関係の人々には仮手で②くどいほどのものでなく

ては外国えは通用じないと云うのが先入観念にな

っているらしい、それはみやけ物庖に最もひ ｴＧｾ 、

それとは叉別『亡、いつまでも子供芦ましのよう

な印制の縛潟ゃ、スボンデ押捺の給附で、ばらや

すみれやIJ、烏のあ まい文様. : a 散らしていて満足し

ているらしい大量生産の洋食簡などな見ると、天

然資原に射して勿体友くはないか。折角貴重な陶

土や石膏や燃料. : a 突すのであるから、もっと根特

から 考 えなほして、 日本で主主くては出来ないよう

な立派な美しいものを作ってほしい。日本の陶土

はだん7さん乏しくたるばか りである。近頃時 々外

人に逢って感じることは、日本の停統美そ索直に

そのままうけとっ・て もらえるし、叉新しい感売に

も共鳴してくれる。私達同自分の好きな土と取っ

組んでいてよいのであることがよく判る。

との間訪ねて来?と耳氏などは、ひどく珍しいが

日本の陶紫 を喜うちこち訪ねて、その特質をよ〈合

得 しようとつとめているんでb る。土のよろこび

は闘境でなく心に相通守るものがある。

理 想 的 床 材 料

リノリニヱーム リノタイ JL，

特 製 P ノ P ユ ー ム 糊

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 含 拡

本 位 ・ 工 場 兵 庫 廓 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 電 話 伊 丹 1・51 ・69

大政事務所 大限市東g 瓦岡I二丁目三和ピル

電 話 北 浜 375 ・376

東京都中央区銀座四丁目三和ピル

東京支庖 電話京橋1701 ・2564
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豪庁 建

1950年といえば、 20世紀のピラミツドの頂離に

営る。 1恰度吹の言う? とりで人類』才、何か大き主主将換

期にめぐりあいそうである。言うたかも外電け殺人

兵誌でまうった原子力が、 ソヴエ下で平和白的に、

建設目的のために活用され始めた事そ報じている

第二衣大殿という、恐ろしく大きなマイナス ワ

ークをやった人類に封して、月l申は榊自身の2000年

来の無力け棚吃あけながらも、少し徴笑みかけた

のでたろうか。とにかく、世界の振子の運動が弐

第十uJ 、刻みにな人テンポが念調! i L 主主って来てい

る。とのような時にあらわれる建築運動仇非常

に不自然友形ぞ とるものである。過去において、

第 1衣大' 戦後の資本主義世界の矛盾が、世界的な

恐慌そもたらした大正 9 年に、わが図最初の建築

運動で言うる、分離訳建築舎が出張しているのは偶

然ではない。

人間の生活の巣としての建築段、何万年ーか以来

ヲ V ワレのおなじみ深いものである 。ととろが又

いちばんなほぎりにされて来た代物でもある。他

のノj 、動物遼は、部J くとも、人間以上に彼等の具に

劃して熱意と努力を梯っているようである。建築

がとの人間批舎に、如何にあるべきか。その中に

おいて如何なる生活そ営むにふさはしきものであ

るぺきか。人間生活との幸稿との結びつきは、ど

のようであらねばならぬか。建絞逗9DJITち源泉はこ

のあたりから誕生してくるし、ヲZ極はそとえ踊っ

てくるわけで言うる。 新らしくして、そして貰に古

き問題. a - 舎んでいる。

「美しき ForrnのSyrnphonl eJ i 過玄建築圏よ

りの分離J i 草怖美至上主義J - i 閣際建築J i 人

類の生存に基礎をおいて、建築の進路7.e ' "…・・」

「人類の進展に件、い必然的に生る べき核武在日 J  

「狭義の 閣民性に固執ゼ歩、真正な官ーカリテ 4

に根底. a - 置く・ ・ーJ i 合理主義建築J i 熔成主義
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建築J i 建築功利主義J i 金宇宙に美しきマツス

ぞ見出すJ i 世舎科接的考察根蟻にたっ‘ ての建築

J  I .所以建築の理論的並に技術前獲得へJ i 科 接

的な祉含意識のもとに」等々、タクト、プルテツ

ヒ、グロピクス、コルピユジエの流れをくむ、 謀

術のグアカ' . ; dどンド .t，e以て、任じた初期の建築美至

上主義者から、第 2 次世界大戦前夜の、今日まで

の西欧の建築理論の直窮. a - 排じて進歩的な所t舎，U

想、をと把握して、建築の集圏的運動へと 子氏擁護展; を

準備レ? と封建築家に至るまで、それぞれの時代に

磨、じて、その提唱する主張に多少の時三をこそ aうれ

常時の日本建築界の政治的、在土曾的の低い一段水

準の反撲の中で鞍いのパトンは引きつがれて来た

今その主だったもの生年代11国K 列記してみると次

の如くである。

分離波川築舎 1920年

創宇佐 1923年

日本インタナショナ Ｎｊｾ 建築舎 1927年

新興建築家聯盟 1930年

日本青年建築家連盟 ( 後に建繁科接研究合〉

1932年

青年建築家クラブ 1933年

日本工作文化聯盟 1936年

との十に近い建築蓮動を通じて、最後の御周囲

休に終始し? と日本工作文化聯盟そ除き、その参加

分子同何れも純! 買で、民 l面白な建築技術者であり

素朴ではあるがある程度のj社合意識にも周畳めて

安協とを排 t，て勇敢に戦って来た先輩ら態度陀は、

ヲ ν ヲ ν 後進の技術者として、深く敬意を表した

h、。

そのことは最もロマンチックな色影そもってい

た分離波建築舎の石本喜久治氏の著者〈主主祭譜(

分離祇建築曾1924年〉 に仁土地の私石そ不合理な

罪悪と感じた私は ー・・」というが如き理想主義者



としての言葉が諮られているのぞみても想像かで

きる。

元来、新建築運動にけ芸大の ような障筈がつきま

とうものである。

1  既成建築家群からの強座。

2  あらゆる問題の解決は皐なる建築技術の枠

をはみてており、政治的提理にまで持って

ゆかねばならない。

3 政謀、政治家. : a 含めて篤政者及び大衆の無

関』心。

4 建築技術者の非位合性、功利性、 小市民性

非利率性、無気力。

5  研究、震験に封する援助がないとと。

それ故にこれまでの建きお墨勤は小数0) 而も皐な

るデイ v ' ) ' タントのサ ロン 的な集闘に終ると とが

多かった。

n d : 命運動としての建築運動同、営前政冶にまで

さかの段らなければならない こと け厳然たる錦則

でまうる。居宗家運動け、月1 [ 詮偉業運動¥' L 止る。都市復

興計画も耐火耐震を持迭も量産住宅も厚生施設も、

大接の研究室や建築雑誌や懸賞競技設計で経るの

が常道となっている。政1 i l . ! 1 後 4 年、我が閣の文化

水準はあらゆ る面で民主化されてきているが、果

してそれは一般大衆に まで浸潤して来ているので

あろうか。ありていは、大衆にとっては賞態はど

うでもよいのであり、彼等にはダイジエスト文化

の手取り早い影響が編著にあらはれている集がす

る。

次のような事賓がとの場合の例害になるかどう

か簡皐には云えないが、さいきん法隆寺講演舎1i'

開催し 500 名の人達に案内欣を護迭 したととる、

100 名を突破する好成績で賞事者1 i ' ほっとさ ぜた

それから間もなしその講演の裏づけとして同じ

人達あてに法隆寺の岐鳥壁帯の展覧会の見襲案内

密出したところが、参加するもの賓に 8 名にすぎ

主主いという悲しむべき数字が出た。とのととかる

早念に結論 回出したくないが、ワ ν ワv の建築運

動をなす下地というものの性絡が見事に象徴され

ているとみるのは間遣いであろうか。

資に建築文化と建築技術を大衆の生活の中に正

しく育ててゆくという仕事は人並け J 守れた忍耐が

要求される ζ 去を知る。建築技術者として、すぐ

れた技術ぞ持ち、高い良心主主持って周囲の人々か

ら啓蒙してゆくというととだけでは決して、建築

の民主化という賞初の打ちたてた目標には、遣す

るととができ友い事は過去の懸史がよく物語って

おる。蛍然、新建築運動の最初に なすペき事は建

築1 i ' 大衆の生活の中に投けこむととから始められ

ねばな ら;ない。大衆の幸慣と建築というものが如

何に密接につ友 がο ておるかという素朴な認識そ

輿えてこそ、始めて強靭な支持を得、大衆を買の

味方と主主しうるのである。というととは、言葉を

もてるそぶようであるが、新建築運動が大衆の中

tて姿そ淡し設展解消し てとそ、終局の使命治:達せ

られる凶である 。勿論、その過程 tておいてたくさ

んの矛盾が b らはれてくるであ ろうが、ヲ ν ワ v

がえらんfざ民主主義が人類に投ゆかけるそれ同試

練として受け入れる究悟材、持つべきでたるe

さて敗戦の翌年、いくつかの民主的な建築間体

が生れて来たが、短期間化夫々それらは離合集散

が行はれ、その綿決算として1947年に新日本建築

家集国〈略構NA U) が結成されて理在に至ってい

る。この集圏の活動や性格は他のところで既に報

じられているので省略するが、そのかかける綱領

官けを書いておく。

綱領 1 建築殺人民のために建設し人民の建築

文化を創造する。

2 建築についての全ての問題そ大衆の中

で解決し資践する。

Ｒ 建繁界全般ｾ掩う封建性と反動性Ｑ￬Ｇ打

破歩る。

4 建築技術者の解放 ξ 擁護のために斗う

5 人司文化建設のために斗う全ての運動

と協力する。

曾つ七の建築運動に参加した人たちそも含めて

新進の建築技術者連もあらためて過去の数百/ 1 ぞか

みしめ、展官舎の開催や同人雑誌護行といった寧

友る親睦と文化の向上; a ｾ ， ｽＮかる運動に終らせ たく

ないものである。自lち徒ら K 政治を恐怖したり、

或は強いて無関心であったりすることえ主い政治

そ犬家の批判の前に? と? とせ、ひき上けてゆくとと

とオしとそ新痩築蓮動の今後のあり方であると確信

する のである 。但しこのとと防、ある特定の政識

のカイライとたり、或 同外郭図体になりさがるこ

とそ探〈自戒ぜねばならぬ事はいう 迄もえといとと

である。( 筆者・新建築家J t 聞大阪支古f ，長〉
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一 九 五 O 年 の 建 設 業 界 を 展 望 す る

一九五O年の建設業界を展望する前十亡、一医長昨年

の業界を回顧してみるとと も無駄で、はあ るまい。

昨年の業界で特筆すべき もの を二三姶ってみると

まっ工事登注量の減 少に伴う 企業内部における合

理化の促進 と、フリー・コ ンペテイシヨ ンの激化

とが掌けられよう。その徴』官 、既に一昨年頃から

みえていたことで 同ー あるが、それが、 進駐軍工事

のー設落とドツデプランの資施とに伴って、昨年

になってか ら俗っき りと表にあらわれて来たので

ある。絡戦後7象期しない進駐軍工事の膨大た登注

と所謂復興 4 ンフ V による諸工事の増加のため新

顔業者の彩しい撞商と共に既存業者も職時中の人

員. : a余 b整理する必要 もなかったのであったが、

このような事情から業者段、いづれも 過剰 友人員

そ抱擁して企業合理化の必要に直函するとととな

った。そこで業者段、経費の節約、工事原債の切

下仲等あらゆる方策を講じてと れに感 じようと試

みたけれども、一方次第に逼迫する金融事情・のた

めに、経管規筏の大; J 、そ間わす手いづれの業者 も、

遂に人員整理に着手せき' るそ得ない事態となって

来たのでるる.

合理化の手段として人員整理を採l : J J ニゆることは

経轡者正して決して好ましいととではないけれ r

も、比較的機械化のお〈れている吾園の建設業で

材、金協商に一度盤迫を受けると己むを得十経費

節減の方策として人員綜滅の途を謹ばねばならな

い方向に這込 まれ勝である。このこと 段、吾閣の

建設業がなお機械化の菌友び職別業者の官力の向

上 という鮪において種々の問題を将来に包臓して

いるととそ物語ってい るものといえよう。

一方工事量の減少仕業者聞の工事獲得の競争1 を甚

Tさし〈 激化せしめることになった。とれ /1: 工事需

給のパラ ンスが とれなくなれば賞然生す・る事態で

aうる けれども 、 ζ のために、安営に計上された後

算の数割も下廻る債格で、果?と して要求される質

20 

大 林

- M-

万 良広

の工事を完全に施工し得るかどうめ、という問題に

蛮注者、受注者共に直面ぜず るそ得ないであ ろ う

昨年の 秋、園織の工 事がすべて会入札制度に より

琵注されるに至って、との問題け業界の大きな課

題 となって来た。その他工事代金取下固定の問題

建設業法制定に伴う業者登録制度の賢施と 中央審

議舎の登足など建設業者にとって ね前述の問題に

優ると も劣 らな い諾殴の事柄に首同じて 、こ れら

と取組。っ年そ越[ たのである 。

扱てそす、で l宮、 今年/' ; ] とすI 等咋年 よ り懸案の諸問

題は如何に展開するだろうか。亦本年の建支業合

同新に如何 えとる問題に直前するだろうか 。

: t . づ工業殻注抵の見透しであるが、昭和二十五年

度園家主象算笑によると、 o共 事業費ぽ前年度の約

倍額近くそ徐定 している。 f主沿、二十四年度にお

ける見返資金に よる 重要産業施設の建設け 、現在

なた殆んど賓現に到っていない有様 であるから 、

今後順調に進むとすれば、年度末には前年度分が

相営活工されようし、更に新年度に亙ってもとれ

を引常とした施設工事は櫨鞭 されるだろう o ｾげ と

二十五年度に も見 返委金が前年と略同程度と の方

面にあてら れるとすれば、 との資念じよる諸工事

の置現化とそ 建設業界が相官の期待を持って迎 う

べきものとなるだろう。

一般民間産業界 β どうだろ うか。昨年来ドヅデ氏

の再来によって ドツ デプ ランの遂行が再W認され

た今日、安定への一途を ff む日本の経済界材、な

沿復興より安定の形7e嘗分桜ける もの と見て問遭

いないだろう . そう なると 金融の急: 激な経和付撃

み得今、従って自己調達資金による民間事業の砲

設の建設、 抜ヲピは余T与特定 の t のに限られるので

はなかろう か。ゐそらく前隼年 必俄かに活況を期

待するととは困難と いっても 間違い付なかろ う。

園際政治的な問題として軒目講和が昨年末大きく

とり上け られて来たが、この問題の進展如何じよ



ってけ建設業界にも影響がないとぽいえたいと思

う. 封日講和が促進されれば貿易問題に打開の途

が聞かれるだろうし、更に外資導入についても今

日よりはー屠進んだ形で管現化が促進されるもの

と考えてよいだろう. そうなれば建設業界もとの

方面における各種施設工事じ或る程度の展開を見

るのではない把ろうか。

そこで、業者自体の合理化はどのように進むだろ

うか。私け建設業者ぽ本年 も更に 合理化を推し進

めねば 1:J. らヂ叉推進することを余儀えにくされるだ

ろうと思う。そ れは本年前半が俄かに好況; ai象想

出来ないとすれば、情暫〈段、今日のようなフリ

ーコ ンペテイシヨ ンの時代が溜 くであろ うし、業

者は今日以よの工事原慣の切下; a ｾｪＢからねばなら

ない。とのために業者がなさねばならないとと同

数多いといわねばならない。機構、組織の問題、

事務管理、現場における施工の科準的管理の問題

勢務管理の問題、結工技術の飛躍的向上等 k 、一

つ一つがゆるがせに出来ぬ問題ばかりである。業

者材、とれらの問題と取組み、これを撤底的に分

析、追求して最も合理的な解決策を作成し、これ

ぞ賓現化してこそ始めて真に自信を以てフリーコ

ンペテイシヨンじ望むことが出来るものといえよ

フ。

一方今日筒L調をつづけるフリーコ ンペテ イシヨン

の問題であるが、その解決方法はなかなか六ク敷

しい。相手を信頼して入札に附する以上、どのよ

うな低札が出ょうとその業者を信頼して工事を委

ねるべきなのであるが、今日 のように工事費 注 量

が減少した時代、経済界が激動を続けている時代

には、入札額の決定に あたって患にえにし得る| 限 り

土木・建築・設計・施工・綜告請負

株 式 曾 枇 同 組

大阪市北医堂山町八九番地

電 話 豊 崎 @2 9 8 4 番

の良心的、技術的、経済的な見積方法を超えて、

業者に止ってそれぞれ異った特異のフアクターを

プラスして入札にのぞむととぽ激想、されることで

あって、このために、意外の低札があらわれたと

て、それはーがいに批難さるべきマ主主いだろう。

然し、かようなことが蓮綬し且っかようにして受

注された工事が質的じも護注者の期待を甚だしく

裏切るような事態を惹起することになっては、や

はり、かようなダンピングり問題があろう. これ

が針策としては、まづ業者の良心的態度というか

道 義 l 心を喚趨するととであるが、今日のように業

者すべてが生死の墳に立っているともいえる時代

巳は、これだけでは、? とだ精神的た糾l説教的効果

しか期待出来ないだろう。そとで設注者 β 、寧ろ

漁期以外の低落札を: 見? と工事を具体的に捉えて、

その工事の遂行に嘗って厳格な監替危なすべきで

あろう。こうするととによクて、もし業者が異に

成案がaうってそのような低落札をしたとすれば、

いカ、に般格じ監督されようと、要求 された仕様監

の僚f牛耳旨満たして工事; a 完遂するであろう。とと

るが、? とだ入札のための入杭というか、その場の

がれの入札といった無責任な入札そして落札した

もので、あれば、殿絡な監督の前にり必ずや自らの

無暴を悟る ζ とになれそのようなことを繰返さ

なくなるだろう。( 勿論、この場合は無官条件公入

キしというものが殻注者じとっても如何に不完全友

ものでるるかを知るととになるだろう。〉入札時

の方式そ種々考慮するととも一方法ではあるが、

との方式については未だこれが非常に優れている

という ものは手つからないようである。最近某官

腐でみられた入札て、t九落札範囲; a 稼算の何劃ま
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けれども、この運皆がよろし会を得れば、業者に

よっては何か得るところがあるのではなかろう か

審議舎の今年の動きは特に注意して見守りたいと

思う。

その他業者に関係の深いものとしては建築基準法

亙び建築士法制定め問題がある。

外資 導入が少しでも具体化すれば、それと同時に

海外業者の日本への進出が考えられる。これが賀

現するようになれば、種々の商で苦闘の業者には

大きな影響と刺戟を奥え? にはおかないだろう。

吾園の経済も今や一つの岐路に立っている。ドヅ

デプランの狙う安定が達成された麗には、再建 日

本の産業復興の基礎的な僚件として、再び建設業

がはなやかえ主脚光をまうびる日の来ること廿明か君主

ととであ忍。否、安定達成への塗上に才パーラッ

プ'して復興カ‘始まるであろう。本年後牟には、

の時期が訪れるのではなかろうか。

くま表者・株式合軍士大林組

そ

でと決め、その範圏内で落札した額の割合むよっ

て契約保詮金の額ｾ増減するという方法に上って

無暴なダンピングぞ防止しようとした事例がるっ

た。即ち、若し落札額が予算の九割以内でaうれば

その落札額の三Ｅｾ｜予算の七、五割の場合には

三0 %、その聞を数段階に分って低札になるほど

保詮金の額を増大するようにしたものでまうって、

一つの好妙な方法であるといえよう。フリーコン

ペテイシヨンの賀極の解決法防護注者の理解ある

しかも巌然たる態度と業者聞のスポーツマンシツ

フ. にも例えるべき自主的な商業道徳の向上による

ほかはあるまいと，也う。

次に、建設業法は施行さ れて未だ数ク月しかなら

ないので、果して管施された結果として業者にと

って有利友ものであるかとうかは俄かに断定出来

泣いけれども、施行後問題とえ主っている中央感設

業審議舎の運営はＭｾ注目に値じよう。とれもま

だ何等まとまクた成果ぞまうけるに到つてはいない
j f:長〉

丘ヒ

Eコ

ｾ＠
E ヨ

建 材 審 査 委 員 舎 は 昨 年 か ら 始 め 拾 登 月 屋 根 葺 用 鋼 板 製 大 信

五 を 審 査 の 結 果 詮 明 を 移 し た 。

目下、 白 本 セ メ ン ト 防 水 剤 並 に 日 本 塗 料 化 製 株 式 曾 祉 よ

申 越 あ り 審 査 中 で あ あ 。 更 じ 各 方 面 の 申 込 を 歓 迎 す る 。

日 本 建 築 協 曾 建 材 審 査 委 員 曾

請負

所業

大飯市東区瓦町〈堺筋〕三和ピノレ三階

窓 宮 舌 新 町 ⑧ 5 7 7 7 番
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棚 橋 元 治

断っておくが、私 財勿論共産主義者では無い.

昨今世に行わ れてい るとと るの共産主義 と云うも

のが、吾々 の理解して いる 、ー若 く同理解し よ うと

している本質的なものとは、 凡そかけ離れた未熟

な上に行過ぎた未梢的なものでるる事はι あまね

〈仕入の云 う通りである 。f仕を事事し人を過より自

らを沫殺するも の同 、 牛か じりの竿兵 法で ある 。

共産主義の根本となすところの、マルクスエ ング

ルスの史的唯物論段、現貨に即して世の賓休を見

極めようとする哲撃で あって、必然的に劃遮的立

場にある、資本主義の観念論と 相克するわけ、t あ

る。と のコつの理論の中聞にいる吾 k は、世の中

の有ゆる立場にある複雑な事物が、皐に物に依っ

て 解決するとも思われないし、きればと云って、

無以外の昼間的 な題自治: 人生を支配するとなると

柳か時代逆行のそしりを売れ得まい。これそ冷静

に判断して、ます手共産主義の本山であるツ連邦の

賓哉はどうであるか 、資本主義の元締であるとと

ろの米閣の現賓はどうであらうか、そしてそれ等

の聞に存在している日本の立場はどう あるべ きで

あろうか 、と考えて来ると 、苦々のやっている日

常の行動が、行過ぎであるか適切であるかは 、ぉ

段ろ祭ながら判って来るように思われるのでaうる

立場の相違と云うものが凡てそ大き く支配するも

のである事は、閣と閤・との場合に於いても、個人

と個人の聞に於いても同様であ って、具体的に云

えは、苦手働者と資本家との主義の相違となって来

る。此の場合いで計れの主強が正しいかと云うとと

ぽ理論の問題であって、 現貨に於いては理論の外

に大いなる ものが結果; r 正賞づける。それはヒュ

ーマニズムで ある.

ヒューマニズムは、 階級をと超越し た ものではな

くてはなら ない。理論的にW一つの翻念ではあ る

が、これを賀行に診すことによって立場に物とな

るのである。吐舎の秩序そ保全する ものはヒユー

マニズムであれこれが確立されてい る映り 、‘無

用の闘争はあり得ないわけである。従って理論と

現t賓と防別のもので ある場合が多いのである 。最

近 に於いて、共産黛に籍をお〈 一部過説分子が、

理論そ管践に移. した非摩IJ 、有名な卒事件、貰島事

件、三鷹事件、そ の他 の問題そ通 じて毅 え られる

もの防、若い人遂のひたむきな純情、努 力、組織

力などである. それには過まれるヒロイズムと云

ったような、不純なものを感じるけれども、身そ

挺して主義に殉歩ると云う信念が無け れば、容易

ｉＧｃｾしと けられ るもの では あるまい。ブＧｴ ｴＺＮ不 幸な

事 iこり、あの人達は大切 な ヒューマニズムの行 衝

を見失っていたのだ。 も レ あ れだけの 組 ｴ ｾ 力と傍

力と. ' J.I .lt 、切っ? と管行力とを、人倫の大道右逸脱 し

ない有意誌な仕事に集中す る事が出来得たなら、

現在彼等がt住のひん しゅ くを受けている代りに、

大いに感謝 されている事であろう 。元来 よい事と

云うもの同地味で、 間接的て、馬鹿々 k しいよう

な場合か多いので、あるが、そ れな1.< ば こそ移いの

であれとれをと接ます? 累積して行〈 と、ふい設け

ぬ大事業が成立するものなのである。

以上の( 用意を建設工業に嘗てはめて見 る と、終

戦後にあらゆる掛構が封逮性を脱皮して 、反省と

前進とにより民主化 レコつあるの時、最も謹れて

いるものの中の一つに、我が建設工業があ奇嶺は

いかん至極の事である 。封建性と云う抽象的な言

葉の中に包含されるものの中に言うって、最も救い

難いものは支配者措紋の自己中心主齢である。個

人主義の中から派生するも の に事大思想コウb る.

本邦に鈴ける過去の建設業 としてのあ り万は、注

文主カ

にか し可す歩.い; たたのでで、ibうる。

この方式は、そのま まτ 請業者に常てほめら れ

て、元請業者防総体的な優位; a 獲得し亡 、意のま

まに職別業者をと操従して来た。そ して その惰力が

今日に持越されているのでまうる。由来元詰業者、

即ち今で云う止ころの綜合業者 と云うもの の本質

は、工事施工に際して段、大部分下請業者に依存

して、 。取まとめそするのが普通である。最近それ

に依って起る経済的の弊筈を除去する君主に、職業

安定法や努働萎準法が訟定され、一態適法による

23 



臆置が取られているが、その賞態{ 寸曹休依然たる

ものがある。撚し友がら職別業の中、木造建築に

於ける大工、左官、鳶等、堅牢建造物に於ける鎖

骨織筋コンクワート工事、或いは土工事等は、設

計積算施工の有ゆる商『亡、綜合業者に於いて企画

技術性を充分持っている尽に問題は少ないのであ

るが、管工事などの専門的職儲( 職別業と云うに

ば余りにも複雑な内容を持っている〉に於いては

企画技術性を有する者極めてf' . I I ; で、長い間専門業

者に依存したそのままそ、今日に於いても踏襲し

ようとするのは無理である。一切の義務を下請業

者十亡背負わせて置きながら、経済面だけを担撞し

ようとする意図は 、全く時代感売に背を向けてい

る結果となるのである。恰も進歩主義者の云う奮

休制の資本家に匹敵する時代錯誤である。言をな

す者十才 、米関に於いてすら、綜合請負契約批如賓

に賓行さ れているではないかと云う、との事に就

いて私同最近職務上の必要に迫られて、会iと閣に於

ける請負制度々を調至をしているが、あちらの制度は

非常に親切精密なもので、監替1き・臨もまたそこに

意; a 用い、誌うる州、lの如きは、下請業者に劃する諸

負金額まで届出させ、材料屋等の支梯戒態 1 で 調

査している。米国に於ける綜合業者は企画技術を

有している上に‘ 協力者てaうる庭の下請業者の櫨

利; a 保護している、がくてとそ寛の綜合業者と云

う事が出来るのである。吾 k は決して綜合業者を

忌避するもので同無い。設備業者; a 保護育成する

買. の棒、合業者な らば、相携 えで建築文化推進の震

に、犬馬の持を僻せない心算でaうる。

凡そ文化とは、形骸的なものでなく、内容なの

である。我閣に於ける文化の琵建は、知性文化、

徳性交化、メカ ニカル文化等に於いて相蛍の水準

に達しているが、濁り肉体文化のみは低劣である

日本人の休{ 立が倭小であるとと、非能率時である

とと、いんうつであるとと l昔、主として生活環境

に支配されるもので、衣食十すもと より最も大きい

影響を奥えるものは 、建。築設備の不備にあるとと

が指適し得られる。我閣にほ・背がら門戸; a 飾ると

去ろ言葉がある 、座敷や玄関そ如何に飾 っ て い

体位向上の足しにはならなれのである。大切なこ

とは台所の没備であり汚物の底理であり温漁度の
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調整である。床の間を紫壌で回ったり、花嵐岩の

門桂; a建てる事が文化ではないのである。これ等

のととが殆んど論議の余地の無い程明白であるに

も拘ら歩、遅々として改善せられたいのは、生活

文化の理念が蹄んぜられている必然的な結果とし

て、建築請負制度の欠陥であると断じたい。重ね

て云うなれば我閣の請負業者が、右往の慣習をそ

のまま延長して、結果に於いて設備工等の程遠を

慮外にし、皐に利潤の封照として、描利のみを温

存しようとするま日き意圃である限り、吾々 は飽迄

その理非主ぜ正して、速やかじその改善そ促さなけ

ればならぬ。即ち建築主体工事と建築設備工事と

の分離契約問題がそれでト喜うる。

官頭に述べ? と共定主義者の行過は、古い資本主

義に反抗する一部過激分子の重大なる失策であり

人道右無視した悪虐行篤である。然しそとに- J l J 1 ¥:

相通今る、人道主義が温かく流nていたら、かか

る非劇を抑止し得たであらう。過渡期における出

観のー援組と云えば、それ迄だが、有ゆる産業に

大えにりノj 、なり見受けられる思想的なまさつは、ヒ

ユーマニカル主主措置によって円滑口庭理出来る問

題7ごと思うのでまうる。暴走電王存在走らす前に、お

互いが依って来る素因を考えて、無用の消粍そ有

用なる生警に結集すべきである。殊に私の云うと

ころの、 建設工業請負合理化問題は、理論と現賓

とがマヅチしていあ筈の緊要切質主命題であるだ

けに、こ l 、を放任して置く時に隊、その肉体文化

に直接及。表す悪影響段、むしろ二三の共産議事件

よりも重大であると信守る ものでまうる。

〈昭和24年11月20 日百己〉

(  開法人日本管工事士業協合理事長)

筆 者 ・ 中 央 建 彼 審 議 合 委 員

= 予 勺 / ) ス
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一 年 の 回 顧 と 建 築 界 の 展 望

ーはしがき一

19.50年そ期して劃期的な建築界として、再出登

し賓砲 されんとする躍に 、建築界の伸展があり飛

躍が約束される。

此の輝カしい1950年の建築界を展望する前じ過

去一ヶ年を静かじ回顧しつつ明日への明るい建築

界の動向を観察し展望する事同無意義ではなく 、

よりよき登展への原動力 となるでb らう 。

( 1)  

過去ーク年に於lする建築J l Lrす全く苦難時代であ

り苦闘時代であったと云へ る.

深刻友金詰りの影響と極端なデフ v 政策の余波

l才建築界にも、一大旋風となって巻き起り終戦後

華やかにデビューした建築! f . IJ ・、次 k と倒産にひ

ん して企業再盤、備を断行しなければやってゆけな

い迄に押し込められ難航を績け・てきたのが現笈で

まb る。

而し民間貿易の再舎、 講和4条約の諦結統制資材

の撤慶等1950年の婆明 ほ建築界も又、明るい見通

しと、部かしい停統の再出護が期待される.

空襲によって膝嘘と化し? と幾つかの都市が原子

爆弾によって全滅した二つの都市が、平和都市と

して立誠に復興した四年間の足跡で大き な役割そ

果した建築界 l昔、各都市に全く御組末えにパラック

建築群. { e 作りあけた。

此のパラ ツ グ建築群の遺産隠・今では各都市の癌

とL て反逆説さ れて居り、建築界の捜 した恥しい

大い友る遺産ではあるが、 1950年を期して今迄の

仮設建築か ら本格的友不燃建築として、 建 設の第

一歩を踏み出そうとしているとと け嬉ばしい現象

である。

建築は人聞の文化生活の不可欠えと存花であ り、

位むための機械であるなら建築 界 ｬｾ 文化運設事業

の主流であゐ。終戦後の建築統制に依って、挟い

中
士

口野 禰

家で我漫して来た人誌が、統制の徹慶に よって自

由貿易時代への足がかりとして本格的な建築在、

深刻友金詰りそ克服して実現し ようと企闘してい

るのが現実であるなら現実め建築界の不況そ切抜

けるために血み泥の g 生きる悩み。そ味っている

のが建築界である。

而し明るい希望を持った民主日本の再建がある

とc ろ建築界除決 L て見捨てたものでねないので

ある。ただ封建的な建築界か ら未だに一歩 も抜け

切れ歩調分子分のつながりの下で、今もなお運替

されているのが玉に症なのである.

終戦後の霊長かな建築界. { e 回想して、過去ーク年

を回顧するなれば主主築! P古不幸な一年間. { e 終へた

と結論するのが此の際至溢であるだらう。

( 2)  

建築界の展主主に於て園民への嬉しい贈り物は本

格的な住宅復興である。住宅復興金融金庫による

住宅資金の貸出しぽ1590年度の嬉しい= ユ ースと

して報導 されている。

建設事業の一翼たる建築界の明日への宿題も闘

民の要Eぎする住宅問題を 早念に解決し得るであら

つ。

x  x  x  x  

1950年よりの0 0工事への日本の建勢致術陣の

参加は日本に於ける建築技術の実力招介の試金石

として、その成果を期待すると共に、新しい技術

を習得す る叉と友い機舎であると云へる ので ある

この朗報こそ新しい建築技実への進歩が期待し

ｦ 尋ら れるの でＧ ｾう る。

x  x  .X  x  

建築界にとって、 1949年度の成果が建設業法に

よてコて、土建業界が、ー庭、整備され、体型づけら

れた事だとするなら、 1950年の建築界の展望 l-j 建

築基準法と建築士法の実現と実施である把らう。
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建築士法については、久しい懸案だけに、とと

でほー省略して建築基準法〈案〉の構想について、

その全貌述ペるとそれぽ建築法規の組合的憲章と

もいふべきもの主主のである。之n 建築の質的向上

と、理想都市左ねらった劃期的主主法制で漉行の前

街地建築物法、業の他一蓮の建築法規に代る総合

的建築法規たらしめた鹿『亡、苦心の程がある ので

ある.

市街地建築物法の適用が特定都市及び特殊建築

物のみに限定されているのそ改めて、全閣的に適

用せしめ、届出認可手捜などの簡略化' I : ' 厨ら 5 と

するもので、建築物の構造攻防及び防災規定な r

の技術的問題について、大体現行法に準拠して吾

が園建築の基準を明示せんとしたものが建築基準

法の線本で言うるととろから、 1950年度の建築行政

界の= ユースとしてその実現を大いに期待される

( 3)  

前者と併行して1950年度の実現を期している建

築士法の実施除、建築技術者の責任の重大さそ痛

感すると共に技術の駐合性と技術者の地位がとれ

程はっきりするととけ君主いぜ・あ らう.

建築士法が要求する技術者の理念ぽ確因不抜な

責任と信念に一貫したもので怠ければならえEいと

と除去ふ迄 もない.

建設事業の指導である技術者防、それが人類生

活の向上進歩そ目標 とする以上一歩一歩指導的に

理論的に、建設的に、遁準する技術者たれと絶叫

して摘筆する次第である。 1949、12、2 4

〈量審者・大阪府技師〉

日本建築皐会設行書籍分頒中

下記各積書籍、本舎にて若干部取揃え分頒中故入用 tD

方k 1 本合事務所迄申込み下さい。

最近の建築材料 220岡

建築物@ 構造計算 20園、 i司解説30悶

鍛 筋 2 ンク] ) - ト構造( 計算基鐙・同青写設) 200図

木構tE- 計算規担軽・問解説 120間

構造用数材 1 ( 一般熔造) 150圏

グ 1  ( 機造力感・木、銅構造・錫筋コンタ

D ート構造) 180闘

ζ 合 論 文 集 36!l1!l く22竿 12月) 85国

11 37銃 ( 23年 4 月) 150図

グ 38盟主 (24. 竿: 4 月) 200阻

ニ+ 四年版日本建築事会会員名簿分頒中

此皮日本建築摩舎にて発行されました、肉食合員名簿

は本合K 於いても若干都耳正嫡え、分頒方斡旋致してお

ります故御希望。方は本曾天神橋事務所迄御申込み下

さい。
一部 ￥ 300. 00 

軒IFE葉 新 木 構 造 撃 詩J232

新親格3001現による計算国表とその賓例集

木構造容。金般にわたＡｊ Ｍｫｾ Ｇｗｉ ｊ をあげて懸切に設拐
している。その計算図表は30頁にわた P 著者苦心。作

K なるも b で，たとへば複合柱。計算な E 数時間を聖書

するも c が，本理司君授によればイ誌か十数分間にして，正

確に断面が決定出稼るの建築科皐生。摩脅容として，

又建築技術者の必鈎奮として是非座右K 備えられんと

とをすふめる。

ー 〈定健 200圃・〒 20圃〉

Ag新住宅 F言明? Z主J51伊F Z介

前 所 新 住 宅 社 主E宮支官舎 l私立FZ

小 野 田

ポ ル ト ラ ン ド

白色ポルトランド
セメント
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あ る 婦 人 服 デ ザ イ ナ ー と 建 築 家 の 釣 話

A  新年おめでとうごさ' います。

B  ゃあ、おめでとうごぎいます。今年はあまり

おめでたくないかも知れまぜ んね。

A  そうですね、婦人服の方でも轍出向の生地の

滞貨で、内地向りに大分出廻ってきて、よい生

地7; ，安〈手に入るので喜んでいますが、それて

いて作る人が案外減って まいりました。そうそ

う先日は有難うごさ' いました。よい設計そして

いただいて、すっかり働きよ〈なりました。

B  あなたの様に工事にかかる前に建築家に相談

して下さ 'るとありがたいです。日本では* - t:. 建

築家じ相談すると高くかかると考えている人が

多いのですが、ぜいたくなものそ作るばかりが

デグ 4 ンでないということが解らないんですね

A  婦人服でも働〈婦人のための更生のデザイ ン

が求められていますが、ぜいた〈主主服はそんな

に津山需要がまうりまぜん. 今年の建築界ぽ如何

でしょうか。

B  深刻ですな。侯逮が祉舎に出た 1929年頃の恐

慌よりスピ{ デイーですからね。第一次大戦が

191i 年に終 T12年してるの大恐慌がきたのです

が、今年は 5 年にして もう世界中に損がろうと

してい ます。それに前の時には中閣、印度は殖

民地乃至宇殖民地でしたから、そとえ過剰物資

をはかしたのですが、今度はそう，E うようには

な P まぜん.

A  それで中共承認問題もやかましくいわれてい

るのでござ' い ますね。

B  そうです. 4 億 5 千高の人口は大きいで、すか

らね。それに中薗は農業固か ら工業固に時換し

ようとしています。餓道. t . e 5・ク年計番で現夜の

2 寓キロから 20寓キロに横張しようとしていま

す。全日本でも 1.8 蔦キ ロですから、大した資i

材がいります. と hこか く日本の建築界の不景策

は深刻です。去年大建築業者の多 くが人員を整

飯 回 精 ヨた 良E

理し、中小業者もたおれ? と鹿が津山る Q_ ます。

従ってEをつ? と技術者ぽ損害働強化でよわっていま

す。建築事務所で も今年はうんと仕事が減って

終 管が困難になってゆくてじよう。

A  私の方でも毎月婦人雑誌に原稿は書かなけれ

ばならないし、季節毎のスタ 1 }しプツクのデず

インの準備そし友ければならないし、外園のス

タ1 }レに もす封穫祭沿っけていなければなりませ

ん。

毎日〈たく? とになります。それに舎う人毎に

洋装のスタイルのことばか Pき，いて、他の話は

訟にもしないのですよ、全くいやになりますの

よ。

B  婦人服のスタイルの傾向は如何で、すか. いや

これは失躍。

A  アメ リカ ンスタ 1 }しが流行. t . e 風擁していまし

たが、近頃フランス好材徹迎される様になり

ました。フラ ンスやク 1 - ンのスタイルプック

が入らないので弱っています。

B  建築てもフラ ンスの雑誌は余り入って来ませ

んが、鞍前から駿争中に かけて欧洲大陸から 建

築家遼がア メ リカに移住してヨーロヅパの影響

ぞかなり奥えていますね. 早〈全面講和になっ

て世界の風物に接したいですね. 日本でも去年

るたりからぶツボツ、パラック建築から本格的

な建築か建つようになれデザインものびのび

したよいものが出る様になりました。建築家が

都市計画と献合した大きい構想、の建物J のデダ 4

ンが出来るようになるといいんですがね. 世界

的に立- 庇主主建物; a 早〈出したいものです.

A  湯川博士がノーペル賞をお貰いになりました

が建築界にも世界的水準の建築家がお出になり

まぜんか。

B  湯川博士の業置も安谷三男博士、坂田昌一博

=正な r の共同研究によって中間子哩論の基礎が
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出来上ったわけで、決して個人のすぐれた能力

のみではありまぜん。京大の湯川研究室でも今

度定員法で約字数の助手副手が整理されようと

しています。との人迭は皆湯川博士が中間子理

論. t . e 設表された時と周年輩の人々です。いづれ

世界中に も知れわたるでしょうが、日本のよい

恥さらしですよ。 建築の方でも r この大撃に行

つでも研究費が少いので研究らしい研究けやっ

ていまぜん。新しく出来た大肇I ; l : l:'ひ r いもの

で 数授室なんかな く津山の教授が一室に押込 ま

れて、図面や標本主主r もなく、全く研究も手の

着けようがない様です。元来建築家は費用のか

かるものぞすかト、こ れぞという 建築がなかな

か建ちまぜん。それで優秀なデグ 4 ナーの中に

はキヤパ ν ーやグンスホールの設計で生活の量

を得ている人もあります。全くおしいものです

デザ 4 ナーに生活の保謹と研究の時間と費用

そ奥えなければよいデザインは生れてきまぜん

A  ダンサーの廠ばかり、デザインしていると創

遣の菩では生れて来まぜんね。

B  さをし原子爆弾が全ての科製と工業力の上に

立って完成されたと同様に、新しい建築ね科撃

と慈初f j ' と工業カの上に立たなければなりまぜん

日本にはその土台が護達してい まぜん。土台そ

裂逮さぜるためには、閣の経済力が褒遣しなけ

ればだめです。

アメリカでは今、世界園連曾館がフランスの

J レ・コルピジエけじめ多〈の世界的建築家の参

加によってデザ 4 ンさ れ目下工事中です。 ソ蓮

では新聞でも御承知の通り原子力で、才ピ河と

エニセイ河の流れぞかえて砂漠. i i ' 沃野に費えよ

G. S 1

0

1' 叉ず戸

守:.-:t 叉ti 著
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うとしています。

A  原子力の利用が聾達してくると建築にも費化

を奥えるでしょうね。

B  現在想像されている所では電力が非常に安く

豊富に得られます。アメリカに原子カ護軍所が

出来ましたが、今のｾ火力護電所と同じ位費用

がかかるそうです。早晩うんと安くなる時がく

るでしょう。 20年程前にテネシー l峡谷を園家が

開張して 11のダムを作り登電所そ こしらえよう

とした時にも、電力料金が安〈主主るというので

電力業者が猛烈に反射しました。この原子力設

電所が成功すれば第 2 の産業革命が来るでし ょ

う。

電力が豊宮になれば動力、燃料、暖房、冷房

すべて電力にたるでしょう。家庭の炊事場も小

さ〈てすむし、冬の暖房、夏の冷房もたやすく

得られる事になり ます。

A  そうなると冬のスカートにストッキングでも

足が冷えないという事になりますね。和服です

わる必要が泣くなむ家事勢働がたいへん楽にな

りますね。

B  それにどうにもたら友いとされていた梅雨期

の掠度を各住宅内で容易に下けて身体によい空

気の欣態がつ くれます. 最も原子爆弾て低気塵

の中心を日本海あたりでふっとばすことによヨ

て、梅雨を解消するととも出来ます。こうなる

止ま? と台風による災害も少くなれ災筈復習費

用そ建築の方に まわせます。

A  本営に面白い世の中になりますね。

B  原子爆弾に吹飛ばされないで長生したいもの

ですね。

テ ヴ ク ス ・ ジ ョ イ ナ ー (2防護)

メ タ ル ラ ス ・ 菱 形 金 網

フ ロ ー リ ン グ ・ 不 燃 板

株 式 常 災 宵 問

曾 社 三 己 ーロ I岡 崎

紳 戸 市 生 聞 区 北 長 狭 通 四 丁 目 一 地 産 ピノレ

電 苦 吉 元 ar ①う 5 8 2 ・2 8 1 2

大 限 市 北 区 神 明 町 四 七 老 松 ピ ル

電 話 堀 川 ⑧ 2 0  2  1  

一一一一一一一一一」



A  時に近頃建築費が定〈なったそうですね。

B  えあ、安〈 なりました 。第ーに金詰りのため

に競舎が除けしくなって来ました. 第二に材料

が下って来ました。貿易と関係のある錦、 セメ

ントが馬鹿1 1 1 : 安くなりました。倒のぶンド切下

け以来、ぶンド地域えの輸出がパツタリなくな

り圏内に出廻って来ました一方、輸出不振が建

築界にも影響して来たのです。

A  服地布地の方も下る一方ですが、問屋筋でも

このま L で十才どうしてもやって行けないから向

の切下けをやらなければならないだるうと云っ

ています。

B  1::< うしでもそう友るでしょうと、 そうなると

叉鶴、セメントの値段が上るでしょう。一般の

物慣もそれにつれて上りましょう。

A  今年の住宅建築ぽ如何ですか。

B  園庫補助による住宅け23年度防24年度の牟分

で した。その代りに住宅金制.公祉が出来ようと

しています。元来日本では7 街IJ-;}; で借家でした

が、絡職後それが反針に 7 割までが持家になり

あとは給奥住宅と持家になってい ます。家賃は

地代家賃統制令によって押えられているし、建

築費は高〈 、 4 ンフ v (J). 進行も速かったので借

家を建てる人が少〈なりました。

A  府替や市畿の住宅は不便な庭や環績のわるい

所が多いですね。

B  市街地の土地が個人個人の所有にたっていて

投機の封象にたる事が多いので、勢い不適営' ! . r .

ｾでも謹定しなければならないことになってい

ます. それに住宅金融公散が出来るというので

地債の高騰ｾ見越してなかなか土地右手ぱなし

たがらない様になったのです。

A  鍛筋コンクリートの集合住宅も家賃が高いそ

うですね。

B  もうす｜ｾ家賃が携えない人も出てきますよ。

集閤住宅の敷地は地方計画や都市計函の一環と

して確保しなければなりません。住宅問題は産

業が盛んに友れその中で生活4条件の向上と相

待って解決し主主ければなら主主いものと思います

今年はうんと錦筋コンクリートの住宅が建っと

よいと思いますが、今の扶態でぽ心細いですね

A  よい建 物 か2釜山建ってほしいですね。 る b が

とうごさ' いました。では叉お願します。

f修者 ・建設技術研究所所長〉

相 互 斡 旋

本 欄 は 各 支 部 及 全 曾 員 各 位 披 く 御 利 用 方

七万望いたします

0 求 職

O東大建築襲科出身48才市公吏命位並請負業に

経験ある者、勤務先何れにても可

Ｐ 下関工業高等身盤佼建築利出身 ＲＱｾ 十 開門北九

州地方に就職希望

。 求 婚

0 女幕出身26才、良家の女、存姿普通、休格良

0 3 4才、子供なし、嫁ぎたし、身元確実、体格

容姿普通

O土地附家屋譲たし

市中戸市裁判所裏附近土地 120坪 2階建延75坪外

地階物置15坪、電話附、。水洗便所、ガス 、電 熱

呼リン一式

以上御蓮絡は本合事務局長宛の事

建 築 と 社 曾 パ ヴ タ ナ ン バ ー

尚若干の捜本あり御希望の方ぽ至念申込み下さ

い。

ス チ ー ル ザ ヴ シ ユ ・ ド ア ー

シ ャ ツ タ ー ・ オ ベ レ ー タ 一

美 他 餓 核 加 工 一 式

建 具 金 物 . *: ー ノレ ト

大 阪 建 材 工 業 日

取 締 役 鮭 長 頑 固 好 雄

専 務 琢 締 役 繭 田 七 郎

管業所大阪市南m ; : 九良li 布 術 門 町 二 一

電 館 南 ③ 大 O 七 呑 e 六回三主宰

本 軍 士 大阪市阿倍野区王子町三ア国三八

工 場 大阪 市 城 東 区 野 江 東 ノ 町 一丁目
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建 築 士 法 草 案 に つ い て

日 本 建 築 協 曾

一、 ( t!:設〉 省 略

二、 〈建築士草案J 本舎で建築土法に関する鈴訟は、相

答。歴史があ・る。近年としては、昭和二十一年二月よ

! J - B1! . 1D成案を 作 P 最近に至り 、本年三月よ り八月 に

組めあげである。とれは芸品局に提出しであるから本合

。本 旨とする民主は、 それに重吉るから、抜本的には、

とれによられたい口

只、主主には、住宅局主主について、若干意見を加えるに

止めと。

( J ) 名務〈第一篠〉一一建 築 士 、 建 築 工 士 建 築 土 以 外

にと れと紛らしい他。者を認めないのを原則とナ る。

但し、 m完売では、1 1 : . むを得ない線道として二級的存在

を認める。

とれを建築土補等とすれば聯想上面白くない。( 密師

密飾補、弁l l l ! ! 土、弁護士補、助産齢、l VJ産虫記・補等々 〉

建築工務土も窃策であるが1 1 : . むを得たいと思う。若し

筒拐を欲すれば「建築工務土」を提案するロ

( 2) 業 と職( 第一篠) ｲ そ｣ｺＺ＾ ｾ義務を適正に行わせ ｊ 10.業

務@ 下に( '¥で、次 c 様にしたい白

. . . …そ ο 業務( 職務を含む、以下問じ〉を適正に行わ

司止、 ・・・・・・

E吃明省略

( 3) 定義r 第二 篠〉一一鼠算書. 照益、明飽 政計主は

「‘ ・・・・必要な図面、仕様書、予算書毒事。書類… … J e  

「予算書」を入れる口 建築行政商 よ P 考えれば、関知し

ない ζ とであるが、建築士の業職務よ P 考えれば、最

重要事項であるロ単にEま督よ0 便宜C みを考える丈で

は職業法として不十分である。

監疫を「照査」と提案する。監理とは、日本建築士舎で

定量産され、定まった概念があ P 、法案。監理と意義内

容が異るロ混同を避けるために、峻別されるととを希

望する白

l ' Ef理。n稽認」は、士見準法でいう確隠と意畿が異る から

止むを得ないか ο「明認」主でも直別したいD

( 4) 建築士¢菟言午、資格( 第三線〉 第三僚一、こさ買に

「成年者であって」を蓮如し、次 φ 責日〈改めるロ

1 建築土になろうとする者は、成年者であって、建

設大庄の行う建築土試除に合格し、建設大匡 C 免許

を受けなければならない D

2 建築工土になろうとする者は、成年者であって、

30 

その業務を行おうとする地。都道府j係知事の行う建

築工土献般に各格し、そ@ 都道府fi 知事。免許を受

けなければならない。 r成年者J 10僚件は、法律上

。悌力者という意味で、原案第五僚の「未成年者」

と消極的に規定ナるよ P も積極的で強いD

説 明 省 略

く5) 欠絡事由( 第五線、第六i晦〉 依 i絡事由とは、法律

上c 権利能力 を欠く という意義である 。未成年者は、

無 能'力者として権利義務。主体となり得ない者である

から、勿論、法律行lt ( 建築土c 総業は法律行軍事。範

囲内である〉について制限を受ける口

っき・に、免許を受けるときは、完全な能力者であって

も、後に高評古ｾｬｄ ｪｩ 色めに、能力に制限を受けるととは、

あ P 得る$ であろう。故に、. 失絡事由は、始占うから o  

火 ｩ 俗、免許申紛の時 ｃ 欠梅く原始的欠ｾ会〉と、免許後 ｋ

主主ずべき火格〈後 ｾ｡ ｩＮｊ次格〉とあ ｐ 得る。換言すれば免

許後に原始的欠絡事由に該賞する事まにな る とともあり

f事る口

放に第五線第六僚を一括して、次の様に改めたい。

第五僚〈欠絡事由〉 次 c 各聖書@ ーに骸益する者には、建

築土毒事。免許を奥えない。

禁治産者叉は準禁治産者

ニ 破産者であって未だ復権しなν 者( i a加〉

三 建築土毒事懲戒c 規 定によって発許琢消 IDA量分を受

けてから、二年を経泡しない者

四公務員叫あった者で、懲戒免職となってから、ニ

年を経過しない者〈蓮如〉

五 事実鏑以上10]刊に民主せ られた者

六 とC 法律に違反し、叉は、建築 に閉して法規違反

若しくは不正c 行震のあった者〈一部主主加〉

.2 前項五、六銭については、その彪分を終った後、

建設大臣又は都議府J係知事は建築土審議命。意見に

基いて建築土停の免許を奥えるととがある。

E党明省略

( 6) 菟許の取i背〈第 七i喋〉 第七僚「建築土曜事が第五僚

第二銭に骸主与するに至 ったとき」を改定。「第五僚J

spち前 ( 6) の各俊ー、二、三、玉、六〈四を除く〉に適

用するとと》するロ若し、第ニ銭。耳ltrj! j 虎分。みであ

るならば、破産、禁鋼、皇室J i ; . も京消( i ( 該' i i せぬ ζ とふ

なって明に不善であるからである。

( 7) 届出、登録につき C第 四 篠 4 、第七{ 晦 2 、第二ニ

餓 2 、 3) 建築士。届出等c 義裁は、最初と、毎年届

出〈第四僚 4 ) と、事務所登録番換 〈第三僚2，3) と

あって繁雑である D

事務所登録は事業登録で1 1 : . むを待ないも o であるが.



近く園舎に提出されんとする建設省士法草案並に

本舎が本案につき諮問に臆へた大要( 編轄の都合

上内容中一部分省略 した事. ; a 諒せられたし〉

案草法士築建

建 設 省 住 宅 局

第 一 章 総 則

第一般〔目的? との法律は建築物C 設計、ヱ事f f ; ; : 浬苦手を

行う主主築技術者。受絡を定め、定築士叉は建築工務土

c 完許子奥えてそ。業践を適正 l亡行わせ、もって貯築

物。質 C 向上に寄奥させるととを目的とする。

望書ニ僚〈定草壁〉ど@ 法律で鍛計とは、建築工事決定に必

華客な図面、仕様替等c 客類〈以下m. t 計問答という〉を

工事実施のために作製ナる ζ とをいう。

2  2: e>法律で殴計認定Eとは、他人が作製した設計図書

を、工事実地上支障がないも c と認めて鐙現するとと

をいう白

3  との法律で工事監理とは、工事を設計問書と照合し

それが鮫計図書c 怒 P 笑施されているととを確認ナる

とと をいぅ。

第 二 章 免 許

第三僚 f 建築士の3 M午〉建築士になろうとする者は、建

般大臣 c 行う建築士試験に合格し 、建設大臣の完許を

受けなければぜらない口

2  建築工毒事士になろうとする者は、そ@ 業務を行おう

とす; る地@都遭府際知事。行う建築工務土成践に合; 絡

し、そ C 都道府; 探知事。免許を受けなければならない

3 省 略

第四僚〈菟許の登録〉建設大臣は建築士。免許を爽えみ

主主は、建築士名簿に茸鍛し、建築士完許震を交付し

なければな b ない。

2 都道府際知事 1' 1 、建築工務土 C 発許を奥えるときは

建築工毒事土名簿に登録し、建築工務土免許鐙を交付し

なければならない口

3 前ニ環。免許を受ける者は、省令の定めるととろ に

よ E 、完許手書主料。をそれぞれ溜庫又は都選府l係K 納 入

しなけかばなら たいD

4 建築士毒事は、毎年十二月三十一日現在において、そ

c 氏名、住所そ C 他省令で定める事項を翌年一月十五

日迄に、その免許を受げた建設大臣又は都道府県主知事

に届出なければなら たいD

5  建築工務土が、そ c 発言宇を受けた都道府勝以外c 者1;

31  

個人毎年居間 i立、 ? k e>撲に更えたい@

「算四僚 4 建築士号事は、免許申請事項に変更があった

とき路、そ の変更のあ った時よ F 三十日 以内に、そ。

免許を受けた建般大臣叉は郡選j存豚知事に居間なけれ

はならない。」

( 8) 徴戎〈第八鱗〉 第八僚 2 は建築工土が完許登録

地以外で、主主反そ c 他。司王演があるときは、議反地の

み@ 戎昔、又は停止e>J ti . 分を受ける。とれは建築土 c

懲戒が全閣に及ぶ@ に絞ベて緩い。建築工士は、; 丞反

地 c 民主分。タト民、登録地でも 、違反地から 民主分。趨知

を受けて同様。民主分をしなν、と地域的 K 法網を潜ると

と L なって片手落となると思う。. f ，! Jl ち、鐙築工土も一

館所で逮反しでも全面的。彪分を受けるととにする。

( 9) 幾務執行( 第一七篠〉ノ一、監理、照査 第一七僚

3 は、工事照査〈監玉里を改める〉について工事施行者に

注意義おと建築主 K 報告義訪を線している。とれ丈で

は、十分でない。設計者が万全なる紳稼でない限 P 、

規準が鉄御な技術的規定を籾癒しない限り、万一c 誤

ｅ 置は完れないと思う ｣ で、ヲ ｾ･＾ ｴ 言 Ｔ 哀を遁加する。

「第十七僚 4 建築士等は、ヱ高野照査を行うにさ基って工

事が設計間容遜 P 実施するにあたって、百貨計または施

工について意見がある ときは、直ちに設計者 にとれ を

申出でるととができる。」

前言e o意見は、単なる意見ではな〈、 g ろ、施工上 c

異見、叉は紙上設計c 現場的補整という意味を軟〈表

現したC に過ぎない。

くW; 業務執行く第一七篠〉ノ二、秘密の保持を〈銃明

中 略J 這加しなければな b ない

(1 1) 表示行篤( 第一八篠〉一一書類保存義務第一入

僚によって設計、照査〈監理〉ともに、押印義主事がある

佼 朗 中 略

敢に、第十七僚叉は第十八僚に書類保存義務と完

定を遁加すべきである。

( 12) 事務所開殴と萱任者〈第二+ = 篠〉事務所を開

鮫 し、 とれを管起する者、. f ，! pち事務所主又は責任者 と

単なる事務所職員とは、重大な責任に於て異るも C と

思う。よって建築土等を殺とする実務墜を少くとも二

年以上なければ務説、所捌役はできないも@ とした。

( 13) 罰 則 〈 第 七 章J

省 略

規

). 



道 府j豚で業務を行おうとするときは、その都道府県事、知

事。j j l ( 露、を受げなければならないD

第五僚〈縄対的欠裕事由〉次0 各自主c ーに該賞する者に

l立、建築土産事。免許を奥えない。

未成年者

二 禁治産者又は2惨事主治産者

三 第八僚第- ! l ' i o 規定によって、受詐取消f O民主分を

受けてから、二年を経過，しない者

第六僚〈相対的欠絡事由〉次C 各披c ーに骸笛ずる者に

は、建築土等の免許を奥えないととがある口

一 綾矧以上の刑に庭せられた者

二 建 築K 関して、法規違反又は不正c 行1. &0 あった

者

第 七 僚 ( J s号午L 取 消'; 建築土等が第五線第二銭に該嘗ナ

るに至ったとき、滋俗又は不1 E 1 D l J f . j 置に基いて免許を

受けた者であるととが列明したとき、又は免許取泊、の

申筒があったときは、そ 0 免許を奥えた建設大臣又は

都 道 府l豚知事k立、その免許を取消さなければならない

2 建築土等が第四僚第四項。届出をしないときは、そ

c 完許を奥えた建設大隠又は都道府県革知事降、免許を

耳互消すととができる c

第八{ 段〈懲戒〉建築土毒事が第六僚に骸賞するに至ったと

き又は建築土停としての品位を損ずるような行総C あ

ったと奮は、その免許を奥えた建設大臣又は郡道府l採

知事は戒告を奥え、期間を定)f) て幾重容の停止を命じ又

は兎許を取消すととがすきる。

2  m築工務ゴニが、その免許をうけた都選府勝以外の地

で、建築工童書土としてc 品位を損ず奇ような行録。あ

ったとき又は第六僚第二也君に核盆ナるに重ったｾきは

その地の都道府県系知事t立、戒告を奥え叉陥期間を定め

て業坊の停止を命ずるととがで壷る。

3  建置党大臣又は都滋R守思案知事以前二主頁 I DJ l 量分をしよう

とするときは、宮古該底分を受ける者に弁明する機舎を

奥えなければならない。 ζ の場合:においては、宮該虚

分を受ける者に封して、あらかピめ書面をもって弁明

ナベ童日時、主ｾ所及び箆 ｩｬ 実施分をなナベ毒事由を遜知

しなければならない。

4  前主買の露呈矧を受けた者は、代王聖人を出頭させ、かっ

自己に有利な鐙l 1 f : を提出するととができる。

5  第一項叉は第二: g{1D慮分をしようとするときは、 .建

設大臣にあっては中央建築士審議曾o 、都皇室府軍事、知事

にあっては都道府l採建築士事存続合。意見を総かなけれ

lまならない。

第九僚( J s 許登録7 ) 抹消〉建絞大臣又は都道府感知事は

建築土毒事の免香12を京消したとき叉は建築土停が死亡し
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たときは、 その免許c 登録を抹消しなければならない

第十修〈省令えの委任) L  ID章に規定す回るもの込外、建

築土毒事。免許の市街、登金量、免許鐙の交付、再交付1ft.

び遮納毒事については、それぞれ省令又は都道府J篠規則

でとれを定める。

第 三 章 試 験

第十一線〈鉱験の内容〉建築土拭験は、建築の設計及び

ヱ理解1 " & 王室に必要な知設及び技能について行う。

第十二在来〈誌験の施行〉建築士絞殺又は建築工芸春土試絵

は毎年少くとも 一回、それぞれ建設大臣又は都遁府j係

知事が行う o

第十三線〈建 築士 試験ｾ験資格 〉 建築土試験 ｬ ＭＺｴ 、 次 ｃ 各

盈君。ーにE実質する者でなければとれを受けるととがで

垂ない。

一畢校教育法〈昭和二十二年法律第二十六銭〉によ

る大阜、著書大摩令〈大疋七年勅令第六十一鋭) によ

る大患において、正規の建築事の際程を修めて卒業

した後二年以上の実技修習をした者

ニ 奮専門事校令く明治三十六年勤令第プ叶ーー量産〉に

よる専門拳授において、正規C 建築与の課程を修め

て卒業した後四年以上の実務修習をした者

三 建築工銭土として五年以上。笑芸春恕墜を宿する者

四 建設大臣が前各競と j司毒事以上。勿! 稔及び技能を有

すると認める者

第十回線〈建築工務士ｾ験受裁資格〉建築工務土試験は

次 c 各晶君。ーに該笛する者でなければ. とれを受ける

ととができない。

一 事 校 教 育 法 に よ る 大 祭 、 嘗 大 隈 令 に よ る 大 事 又 は

官事事門皐校令による専門拳授において正規の建築感

。際程を修めて卒業した者

ニ 穆校教育法による高等製校叉は著書中待感校令 〈昭

和十八年勅令第三十六滋) v " e よる中修事佼におい て

建築事の課程を修めて卒業した後三年以上の実務修

習をした者

三 七年以ょの実務修軍司をし? と者

全容十五燦〈食事童手数料〕省略

第十大僚〈省令及ぴ都i遁府照規則えの委佳〉省略

第 四 章 業 務

第十七僚く業務事現行〉建築士等は、その業務を誠実K 行

い、建築物。賓の向上に努めなければならない。

2 建築土等は、設計〈役計認鐙を合む、以下問ヒ〉を

行うときは ζ れを法令の定占うる建築物の質の基準に適

合ナるようにしなければならなL 、。

3  建築土毒事は、工事時還を有うに謡って、エ草が設計

踊 書 通 E 実施されていないと認めたときは、直ちにエ



高修地・工者にE主主立を輿え、かっと れを建築主に報告しな

ければならなし ‘ D

第十八僚〈事実務に必要な表示行篤〉建築土毒事は、役割ーを

行 った場合には 、そ の波宮1・岡容に宮己名な っ印をしなけ

ればならない。

2  建築土等[ 立、工事。監理を行った場合には、そ@ 設

計図書: にその結果r . : 記入し、官己名なつ印をしなければ

ならない。

3  省略

第卜九千ぷ〈飯言十の変更〉省略

第二十一線〈名稽の使用禁止〉建築土でな い者はJ i 築土

又はとれにto- b わしい名穏を用いてはならない。

2  建築工務土でない者は定築工滋土又はとれに紛らわ

しい名絡を用いてはならないD

第 五 章 建 築 事 務 所

第二十二燦〈建築事務所の登録〉他人。求めに騒じ報酬

を得て建築土等の業主主を行 うととを業としようとする

者は、そ c 事務所〈以下建築事務所という) ｾ所在地

を管轄する都道府県系知事。登録〈以下事務所登鍛とい

う〉をうけなければならない。

2  一定。事務所がないときは、その者。住所をもって

事務所とみなす。

口 事務所登録。有効期間は二年と L 、二年寄手に受録。

書換を行う。

4 事務所登鍬及，びそ0 書替については、省令。定める

ととるによ P 、手数料を都道府燃に納入しなければな

らない。

第二十三線〈事務所の管理 J 建築事務所は等任 の建築土

等がとれを管玉里しなければならない。

第二十回線く事務所登録名簿J 省略

第二十五隊く省令え 0.:;委任 J 省 略

第 六 章 建 築 士 審 議 曾 及 ぴ 試 験 委 員

第二十六僚( 建築士 審議会〉建設大臣又は都道府l探知事

CDf害問に臆じて 、建築土試験又は建築工務土試験 、第

三僚第三主買の事量得認定 、告書入企襲。底分、事務所登録の

抹潜その他建築土等に闘する重要事項を競査岩手議せし

めるため、建設省民中央建築土審議舎を‘ 都選府廓に

都道刷揮系建築土審議舎を置〈。

2  中央建築土審議合又は都道府豚建築土饗議曾 は、 建

築土等に関ナる事項について、関係各躍に建議ナる ζ

とがで書る口

第二十七僚Ｈｾ駿委員〉建築土試験叉は建築工務土紋験

に関する毒事務を懲らしめるため、建設省に建築土該験

委員を、都道府娠に建築工務土試験委員を置く。

第二十八僚( 不定行震の禁止〉建築士試験委員、建築工

務土獣験委員、その他建築土獄居住又は建築工務土獄験

。事務を診る者は、そ c 弓f . 王者。施行にさ菩って、量生E を

保持し、不正c 行主事のすよいようにしなければならない

第二十九僚〈政令え¢委任〉省略

第 七 章 罰 則

第三十僚主 P 三十四僚迄宮市民IJ 省障害

附 則

1  ζ C法 律 は 、 昭 和 二 十 五 年 月 白から施行する。

2  とC 法律施行の目から 一年以内に左 C 各 絞c ー に 綾

主与する者で、そ c 業務報告書を建設大臣 に 提 出 し て 絵

衡を受け、建築土となるにふさわしい知識及び技能を

有すると飽め b れた者は、第三線第一環。規定にかか

わ b ず 、建築土 c 免許を受けるととができる 。

一 奮大事令による大患において正規C 建 築 事。課程

を修めて卒業 した後二年以上。設計又はエゆ藍還。

実務総歴を有する者

二 奮専門書善校令による専門摩佼におい て、正規0 建

築埋葬c 際程を修めて卒業した後、四年以上の 設 計又

は工事! i f 避の吉区勧: 終盤を有ナる者

三 宮 Ｕ 中等感校令による中等移校にお いて、正規ｾｬＺ童

築皐@ 課程を修めて卒業 した後 、入年以上 C 設計又

は工事監理 c 実務総歴を有する者

四 十二年以上の設計又は工事監理。実務経歴を有ナ

る者

3  前主頁@絵衡c 事務をまi t bL めるために建設省に建設

土鐙衡寄員を撹〈 。

4  とC 法律施行C 日か b 一年以内 l亡左の各絞にE亥迄ナ

る者で、そ c 業務報告惑を都道府l豚知事に提出してまを

衡を受け、建築工務土となるにふさわしい知識及び技

能 を有する と館、められた者は、第三僚第二演の規定に

かかわらず建築工務土 C 免許を受けるととができる。

ー 奮大接令による大準又は嘗募門事絞令に よる専門

準校において、豆まｉ￬Ｎｾ建築容の線程を修めて卒業 し

た者

二 奮中等考基佼令による中等感校におい てにおいて、

立走車。建築挙c 線認を修めて卒業した後三年以上 。

設計又は工事監理c 実務経歴を，釘ナる者

三 七 年 以 上 。 設 計 又 は 工 事 監 理C 実務経歴を有ナ る

者

5  前項第一放に該主与する者で実務経歴の無いも c は、

前 歩、c 規定年か L わ b ず業務ー報告書の提出を聖書しない

6  第四項。鐙衡の芸品' 務を掌 b L めるため に、都道府軍嘉

に建築工務土鐙衡委員を置〈。

7  昭和二十五年においては、第十二僚 c 規 定 に か ふ わ

らず、建築土霊式 ｾＮｴ えび建築工務土霊式験は行わない。

8  建築土後衡委員及び建築工務土後衡委員 に関して必

要 な事項は政令でとれを 定 め る。
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( 大建支庖並に竹中支! 苫建築現場、 R吉・砂高行、 日本毛

級本車士三ケ所〉

兵 J京支部委員各位が心を l浮かれた本年持足。本能は紙

民意義深い得難い見患であった。巻町は1慌しい師走の

鼠が鼠証書から吹宮すきんでいたが哨ヲミにｾれて会する

者竹腰会長外4U余名第一見事。竹中工務底施工中の大

ijl-rz:>現場に足場停に三階E最上に集! J - ^ ラプ配筋中 rz:>! 恩

赦を i阪前に向 l苫小主主投自III から概裂の設明を聞いたが無

梁版銀筋法としで滋 k f D質 問H!i! 答; があり本日見皐第一

。ものとして大華経挙考となった。それから想い想いに

各階を順次見感 L た後第二見&J-(Difl; 砂 商 行 前C 東道建

築官: 作業所に集合茶菓の事長符を受けながら| 司行吉岡次

長主に施工側の京夜景土係の方から設明あった、 |可行は

大阪夜祭 事 務 所の 政官十点在;:r 築紅施工に係 E 同行は惰

子其他製造及綿糸傍笈易止: 倉庫業を智' んでいる茶後吉

岡次長案内です ぐ 前 0"; 新築完成営業中のl司行正商よ P

入 ｐ 先ず一階営業 ｾＺｬ＾ ＾｢ ｲＮ 瓜次五階に至る各階 の 倉 ｊｾ ｻ 、

事 務 宗 主主阪 な く見与した、外凶向け内地質り争各種の

積荷が山とあったが中にも手頃のま草稿包を指され此の

絹術一個が約二十余万固と閲されたが一つボ ーナス K

如何ですと案内子の談 K 馴lか慾しい焦がした のは 筆 者

のみではなかったであろう。兎も角戦後之丈ら完備 し

た倉席が尚喜1 < る機になった事を心強く感じた 、 吉| 開次

長が多忙の 中を各 階 各 室 - k 多 < ＰＧ［［ 鍵 ｅ ピ持ち怒切 ｾｊ 同事

な案内ｬＡｬｴ明されたｾ を 心からＡ感謝して第三コｻスに肉

った。日本毛織株式会長t は主党首十施工共竹中工務庖紳戸

支庄で扱れた二階建五 γ ートな枇患で設近のま変エであ

る。財岡管繕隊長 は 特 に若 々の ため待機してJ j i き大下

竹中技師 と共に出迎え られを絡した。一階告審議室の 明

いそ してが.持の よい中を遜 り階上最士長、産各，J j 色絵筆等

イ可れも至れ P 鑑せ D の施 設 と結構な開度に ζ ん な 所 で

執務したらさぞかし気持 の よい事ならんと一寸食乏人

根性が起り、靴の 裳を主主にしながらカーペットを艇く

ふんで国Ji下に 1Mと。二階は部縦長室、集会室、厚生電

館! ' eがあ P 特に 設 けら れたと云うお座放の一室、何か

と別府f質値が多いであるう。 総 て食堂に集り竹中工務

庖よ D 接 待の茶 築を喫 し な がら獄談、会長中退の ため

大和理事よ P本 部 制 代 表 各車土に路島主主を表 し、 皐 良 幹 事

兵庫支部代表挨拶後四時泡散会した。本見与は新構法

によるi j ' 築現場、完併せる f5' 業所と倉庫併用 の新 廷 築

清瀬スマートな明朗会長士夫k 特色あ る足L物と L て 誉 会

者 一l司が満足と共に非常に挙考となる点が多 く兵 庫 支

部の ヒットであった。

主主に挙日お世話になった三世御関係各位特に最後迄御

迷惑おかけした竹中エ鈴鹿各位に対し紙上を通じて厚

〈御越を申上げ る次第である。 委 員 記

名簿登行に就て

激 告の通り会員各簿登行準備中であります。ついては

各位。住所等正取を期したく存じます口十二月盟主会君主怖

入 のρ ガキ記載事項歪念御投画下さい。 f苛此機会に会員

募集御協力方重ねてお願します。
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目立造船所見事記 24.  12.  13 8  

大阪会勢ｾ員会年内最終見容として年の瀬￠押し迫 っ

た娩の十三日に{ 催した此日冬空のどんよりと薄曇った

二 時、此花区模島南ノI I l r 日立造船工場に集る者三十余

名、大林組Z主計施工に係る目立会館ホ ーノレに案内さ れ

た。赤い総墜をふみラヂェ一声 ー¢暖房に先ず昔のホ

テル c7:; 感を抱かされた後同工場管繕中村技師立主 bz : 大林

組現場北村主任よ P 同工場につき大要下記設現があ っ

た。

本会館は荒土員クラブ主外人宿泊に供される建物でるる

が i道か重量ヶ刀の期間で後エしたが特に引渡直前ノ 1レウ

且ー舵受渡のため51・人部長は念ピッチ仕上げたなど種

h 苦心鮫があったロ

向車土¢沿1fi は明治十二年英人ハンター氏が大阪鍛工所

。名称、で創絞、中略昭和十八年目立と改称し資本約四

億間七十余年聞を経治している。

現完売は岡本工場長、税関誌を舵部長以下従業員四千余名

毅 地十万坪、建物約三万坪、ドック長 208 米 、 脳23米

深 7 米 、船 台 6 鋭迄各種1 . 00;) 勉よ! J 18.000越迄斧星童図

壁100米よ! J 160米、貨物、捕鯨、漁船等戦後十八袋一

万七千余屯理法した。現在五袋三万余屯工事中等身

部; ず耳鹿災を重量 P 目下復興に白ぷ力中で数年後一:民・作業の

械に遣する機ifg ; j生中 c7:; 由である。

C目立会館のE羊籾は11月鍛拳照。事〉

失より大林組より茶菓接待後一 階及二階に案内された

邦人肉及外人向き バ ス等各室日本的等戦後此の放 品 。

桜な爆のが原の感 未 だ 消 え や b ぬ 工 場 街 に か く も 整'滴

したも の があるかと思はれた。夫よ P 一同裏側のホ・ィ

ラＭｾを経て工場に 誘 導され休日中 の エ揚を一世直して

ドツ P に歪り 佼拐質問者手あったが特に近日出帆準働中

σ 新 法制G製 2.800屯 ア ジヤ 丸の見 感 を 許 さ れ 飴 内 最 後

の仕上に大童の作業中をペンキ の 兵書震を鼻に残しなが

b 各局者一巡意外の枚穫を納めて残りの工場一巡、近く

災機を得て主主7.K式の時に見事を約して同E士c 猿 反 を 祈

ｐ つＱＮｾ門で解散挨拶後齢去した。

益田工場休日中特尽本会の ため段切された中村技師に

厚〈感謝の愈を捧ヴる D

当. 円珍しい造船所@ 見療で大事室著書考になったが申込約

50名であったのに意外に不著書C 多かった の は残念であ

った D 叉多忙中姿初からお世話になった大林組幹部並

に現場主に厚〈御紐申上げ る。

賓際に役立つ( 主として工場建築に就て 〉

鏑構造の計算法テキスト分頒

標官己 バン フジツトは廿四年十一、十二月中京都、兵膨

大阪、和歌山にて五回調理習会を開いた が 各 所 共 時 局 柄 好

評を1事し非常な盛況であ・った。何本春東海、中園、九州

支部にても開催の音量定であるがテキスト C み希望者には

一郵送料共￥ 165.C' 0をお頒ちしている。

内容は B 型80頁凸版約 100 余事事入



建 築 積 算 便 覧 ( 第 8 回)

日 本 標 準 規 格 第 2 S 銃

類 別 G 15 

標 準 形 鋼

頁 7

寸 法 m m  
断 面 積 重 量

A  x  B  rl  T2  

ロ1ロ1
2

kg/ m 

90  x  75 6  8. 5 4  962. 7  7.56 

90 x  75 9  8.5 6  1404 11. 0 

90 x  75  12 8.5  6  1836 14.4 

90 x  80 7  10  5  115主 9. 04  

90 x  80 10 10 7  1600 12. 6 

90 x  80 13 10  7  2041 16.0 

100  x  75 7  10 5  1187 9.32  

100 x  75 10 10  7  1650  13.0 

100 x  75 13 10 7  2106 16.5  

100 x  80 7  10 5  1222  959 

100 x  80 10 10 7  1700 13.3  

100 x  80 13 10 7  2171 17.0 

100  x  90 7  10  
5、

1292 10.1  

100 x  90  10 10  7  1800 14. 1  

100  x  90 13 10 7  2301  18. 1 

125 x  75 7  10 5  1362  10. 7 

125 x  75 10  10 7  1900 14.9  

12[; x  75 13 10  7  2益31 19.1 

125 x  00 7  10 5  1467 115 

125 x  90 10 10 7  2Cl 50 16. 1 

125 x  90 13 10 7  2626 20.6 

一 一 一

150 x  90 9  12 6  2094 16. 4 

1GO x  90 12 12 8. 5 2736 2l .G 

1GO x  90 15 12 8.G 3375 26. 5 

150 x  100 9  12  6  2184 17. 1 

150 x  10日 12 12 8.G  2656 22. 4 

1GO x  100 15 12 8.5 3525 27.7  

175 x  DO 9  12 6  2319 18. 2 

175 X  ｾｉｏ＠ 12 12  8 5  ｾＨ ・ ＳＶ 23. 8 

175 x  90 15 12 8.5 375J  29. 4 

大正十四年三月二十七日決定| 工 業 品 規 格 統 一 調 査 曾 |昭 和 五 年 十 二 日 改 訂
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J  E  5  日 本 標 準 規 格 第 2 S 説

標 準 形 鏑

類 別 G 15 

附 表
頁 8  

書t，m

重 心 ノ 位 低

慣性モーメント c m
4

団 事 事 宇 径 c m 断面係数c m
3

C 口百

tan α  

C x  C y  J x  J y  1: 長 大 最 小 Ix I y I最l大u 最1v小 zx Zy  
Tu 1v 

90 x  75 6  2. 63 1. 89 74. 05 46.72 100.7  20. 02 2. 79 2. 21 3. 25 1. 45 0. 717 11. 62 8.33  

90 x  7!i 9  2. 742. 00 108. 8 68. 16 143.5 34.04 2. 78 2. 20 3. 20 1. 56 0. 695 17. 37 12. 40 

90 x  75 12 2. 842. 11 140. 4 87. 43 181. 4  47. 57 2. 77. 2. 18 3. 14 1. 61 0.6'78  22. 80 16. 22 

90 x  80 7  2. 58 2. 10 85. 99 63.63 125. 0 24. 47 2. 75 2. 36 3.3] 1. 46 0. 807 13.40  10. 79 

90 x  80 10 2. 69 2. 21 120. 6 88. 79 ] 69. 5 40. 54 2. 75 '2. 36 3. 26 1. 59 0. 790 19. 12 15.33 

90 x  80 13 2. 802.32  152. 2 111. 5  209. 1 56. 10 2.73 2. 34 3. 2u 1. 66 0. 776 24. 54 19. 63 

100 X  75 7  :l .06 1. 83 ]  13. 1 54. 58 142. 9 24.271  3. 10 2. 15 3. 49 1. 44 0.600 16. 30 9. 62 

100 x  75 10 3. 17 1. 94 159. 0 76，07 195. 1 39. 94 3. 10 2. 15 3.44  l.!i 6  0. 573 23. 27  13.68 

100 x  75 13 3. 28 2. 05 201. 0  95.47  242.0 55. 04 3. 09 2. 13 3. 39 1. 62 0. 553 29. 88 17. 50 

100 x  80 7  2. 98 2. 00 115. 8 65. 79 ] 53.0 28. 25 3. 09 2. 33 3. 55 1.53 0. 670 ] 6.49  10. 96 

100 x  80 10 3. 09 2. 11 ]62. 7 91. 79 208. 7 46. 17 3.09 2. 32 3. 50 1. 65 0. 646 23. 53 15. 58 

100 x  80 13 3. 19 2. 21 205. 7 115.3  258. 7 63. 45 3. 08 2. 31 3. 45 1. 71 0. 628 30.22 111.94 

一
100 x  90 7  2. 83 2.35 120. 6 92. 26 176. 5 36. 39 3. 07 2. 68 3. 71 1. 69 0824 16. 82 13. 88 

100 x  90 10 2. 942. 46 169. 4 129. 0 240. 3 59. 25 3. 07 2. 68 365 1. 81 0. 808 24. 00 19. 72 

100 x  90 13 3. 05 2. 57 214. 3 162. 5 298. 4 80. 49 3. 05 2. 66 3. 60 1. 87 0. 798 30. 82 25. 26 

125 x  75 7  4. 11 1. 63 2]  1. 0  58. 21 237. 0 30. 14 3. 95 2. 08 4.19 1. 49 0. 413 25.15  9. 92 

125x 75 10 4.22 1. 74 297.2  81.12  327. 9 48. 38 3. 96 2. 07 4. 15 1. 60 0. 387 35. 91 14. 09 

125x 75 13 4. 33 1. 85 377. 2 101. 9  411. 3  65. 77 3. 94 2. 05 4. 1-1 1. 64 0. 369 46. 19 18. 04 

125 x  90 7  3. 84 2 1 1  225. 3 98. 79 275. 2 47. 96 .3. 93 2. 60 4. 35 1. 81 0. 555 

125 x  90 10 3. 95 2. 22 317. 3 138. 1 379. 4 75. 78 3. 93 2. 60 4. 30 1. 92 0. 531 37. 09 20. 35 

150 x  90 13 4. 06 2. 33 402. 8 173. 9 475. 1 102. 3 3. 92 2. 57 4. 25 ] . 97 0. 516 47. 71 26. 06 

150x 90 9  4. 96 1. 98 468. 2 129. 0 524. 0 68. 96 4. 75 2.49  5. 02 1. 82 0. 408 46.61 18. 37 

150 x  90 12 I  5. 07 2.09  616. 3 168. 2 679. 6 100. 7 4. 75 2.48  4. 98 1. 92 0.388 62. 05 24.35 

150 x  90 15 I  5. 18 2. 20 マG5・4 204.4 825. 1 ]30. 5 4. 73 2. 46 4. 94 1. 97 0. 372 76. 91 30. 06 

150 x  100 9  4.77  2. 29 486.4 17G. 3 568.4  90.G2 4. 74 2. 84 5.12  2. 04 0.483 47. 53 22. 73 

150 x  100 12 4. 88 2. 40 640. 2228・9 736. 3 130. 7 4. 73 2. 83 5.03 2.14  0.464 63. 24 30. 13 

1GO x  100 15 4.99 2. G1 784. 9 278.6 892. 7 1G9: 5 4. 72 .2. 81 G. 03 2. 19 0. 449 78.39 37. 20 

175 x  90 9  6. 05 US3 717.4 ] 34.3 76G. 9 77.10  G. G8 2. 41 5.77 1. 83 0. 318 62. 67 18. 71 

17Gx 90 12 6.17 1. 94 945. 7 175. 1 999.5  111.1 ｾＮ［ｾ＠ ｾＮｾｾ＠ i  ［Ｎｚｾ＠ ［Ｎｾｾ＠ 0300 18M324. E O 

17G x  90 15 6. 28 2. 05 1162 2]2. 9 1219 143. 7 5. 57 2. 38 i  5. 70 1. 96 0287 1103. 530. 65 

i 工業品規格統一調査曾|
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日 本 標 準 規 格

標 準 形 鋼

工 形 鋼

A  x  B  

75 x  75 

100 x  75 

125 x  75 

150 x  75 

150 x  125 

180 x  100 

200 x  100 

200 x  150 

250  X  100 

2!i 0  x  12!i 

2!i 0  x  12!i 

300 x  1!i O  

300 x  1!i 0  

% 0  x  1!i 0  

3!i 0  x  1!i 0  

40u x  1!i 0  

400 x  1!i u  

450 x  1'7!i 

4!i 0  x  17!i 

!i 00 x  190 

!i OO x  190 

600 x  1. 90 

600 x  190 

寸 法 m m  I 断 面 積 | 重 量E

ｬ ｾ＠ I  ｾ＠ I  n  I  n  I  mm2  I  kg/m 

9  ' 1 6  ' 1 5  --， 7.5 I  6416 一万 7Z-

1 0 1 9 1 2 1 1 ; .51 7 m |  

l工|工Z E l コ正口E

Uk- I  ｾｾ＠ ｉｉＭｾＭｾＭＭ 出しは Ｒ Ｑｌ ｬ ｪ 生 ｬ
13 I  26 I  27 I  13.5 I  14610  I  l l !i 

子子3二田喜l十

E 十 四年三月二十七日決定! 工 業 品 規 格 統 一 調 査 曾 l 昭和五年十二月 一 日改訂
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J E S I  日 本 規 格 襟 さ嬰 第 2 6 観

標 準 形 鋼

類 別 G 15 

表 附
頁 1 0  

工 形 鋼

Y  

償住宅ーメント J  =  81
2  

回 線 宇 筏 I  =  . j  J / 8 

断 面 係 重 量 Z  =  J  / 0  

( 8 =断 面 積 〉

Y  

主 要 寸 法 m m

重 心 ノ 位 陸 慣性号ーメ 凶車事牛後 簡i面係薮- 1

Cロ1 ント c m" cπ1 C甘1
3

A  x  B  I  tl I 匂
Cx  Cy  J x  J y  l x l y 宝i X Z y  

7G x  7G 5  8  145. 8 48. 29 3.10  ] . 78 38: 88 12.88 

100 x  75 5  8  282.7  48. 3-'1 4.15. 1. 72 :，6. S4 Ｑ 竺 ＮＸｾ

12G x  75 5.5 9.G  S.14  1. 70 86.36 15. 7<M 

150 x  75 5.!:> 9 5  
820. 1 50. 07 

6.13  1. 65 109. 3 1.5.75 

1GO x  125 8.5 14 
1779 394. 5 6. 21 2. 92 237.2 63. 1 

180 x  100 6  10 
1674 141. 2  7. 46 2. 17 

200 x  100 7  10 
2175 142. 0 8. 11 2.07 217. 5 26 

200 x  1GO 9  16 
4492 770. 5 8. 37 3.47  449.2 102  

230 x  100 7.:; 11. 5 
3347 167. 5 9.25 2.07  291. 0  33 

2:;0 x  125 7. 5 12. 5 
5J 86 344. 8 10. 31 2.66 414.9  55 

2:;0 x  125 10 19 
7338 560. 1 ] 0.19  2. 81 587.0  89 

300 x  150 8  13 o  0  1  9499 600. 0 12. 42 3. 12 

300 x  J:; 'I  11.[;  22 o  0  1  14719 11] 5 12.26  3: 38 981.3 148.7  

:150 x  l GO 

12 9  

1:; o  0  1  J 5236 7] 5. 2 14・29 3.10 

350 x  150 24 o  0  I  22455 1230 14.22  3.33 ｾＧＱ ＸＳ＠ 164. 0 

400 x  Hi O 10 18 o  0  I  23974 887. 0 16.17  3. 11 1199 118. 3 

400 x  150 12. 5 25 o  0  I  31689 1288 16. 11 3.25  1584 171. 8 

450 x  175 11 20 
。。

18. 33 3. 64 

450 x  175 13 26 
。。

48814 2096 18.28  3. 79 2169 239. 5 

:;00 x  J 90 11. G 23 
。

20. 49 4. 03 2383 242. 1 

500 x  190 15 30 
。

o  I  75482 3120 20.21  4. 11 3032 328. 4 

600 x  190 13 25 
。。

24.07 3. 87 3272 267.'2 

600 x  190 16 35 
。

Q  129767  3701 24.. 04.  4.06 4326 389. 6 

工 業 品 規 格 統 一 調 査 曾
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曾 務 ( 十 二 月 〉

和 歌 山 曾勢 委 員 曾 一日十二時から岡地事務所、 島

村副委員長、来林、重宮本外委員及大和理事列席鯵1雪合

開催準備、集金事項、合員募集、支部設置促主主等協議

し?と。

主 記 曾 二日二時から於分室、 E草木、池田主記

及大和理事毒事曾合木村連事逝去弔慰其他を議した。

兵 庫支 部 幹 事 曾 三日十時から早良幹事外委員と見

書量打合せ、十五日午前早良幹事及大和王軍事が日本毛織

本軍士、 i高砂商行、大建竹中交信建築揚を廻 P見 隼 先 打

合せ訪問準備を整へた。

請 負 規 程 委 員 曾 去 月 九 日 東 京 よ P 西下。梁瀬幹事

と尾崎、薮中委員舎合法えて十二日及十五日 C 二 固 に

豆り靭日ピルで尾崎、訟中、矧l須委員毒事出席東京への

回答案につき協議した給来; 本月三日東京倒v r . 回答を滋

した

理 事 曾 八日二時から朝日で定例曾開催、竹 腰

舎長、大林則合長及吉岡、新'尾監事タト六名出席、開舎

に先立ち故木村理事に獣前年を捧げた後下記協議し? と、

木村王軍事吊慰の件、定款改正三子二句検討、総曾掬骨量に関

する件、基準法、土法草案、建設省C 諮問に感へる件

合員名簿飼製決定。件、一月初舎の件、弁護土委員謝

腫C 件、事務局員昇給賞奥に関する件、合員募集、入

i! 合ゑ館、合計其他諸報告別紙の如〈九件。

鋼 構 造 講 習 曾 大 阪 第 二 回 目 は 十 二 月 七 日 イ 時 か ら

五時迄建段曾館で約50名 和鉄山十六日一時か b 岡市

繊維舎館でJ豚建築舎と共同開催*{]50名 布袋斡事間合

挨拶後小泉、小西爾講師出崩壊五時三十分間曾した、 舎

館内電気故障のため不便を拠へた総務者と講師にお詑

びする。

主 記、 主 計曾十日一時から務日で防{ 催、尾崎、池

京 都 大 接 ・建 築 察 研 究 舎 縞 集 。

問、東畑理事と犬和常毒事理事合合 定署長改正字句及職 員

賞拠。件f t ' 穣 した。

編 集 会 十六回三時から靭日 で開催小川返 事外

三名出席 一月鋭外表紙決定絡践 した。

見 皐 会 十三日午後一時から 目立造舵所縫島ヱ

主是見厚30名出席四時閉合、 十七日 午後一時から四時迄

兵廊支部と共催で穴建 、 竹中庖 ｭ 揚 、 ｾ砂商行 、 日毛

舎荒土を見尽竹腰曾長外50名出席、 BIJ 自己幣・細

不 燃 都市 促 進 委 員 会 ー二十日十一時牟 か ら務日で

開催井上連合合長タト九名出席 、換に検討の建設省要綱

案及本省側o ! J ! 況毒事に付井上、柄本氏 よ り報告今後。

善虎方につき協議した。

故 木 村 理 事 告 別 式 十二月二十一日 二時より阿倍野

南大阪基督致合にて ， ｾ 、 まれ本曾よりは花輪を献じ合長

吊詞 、重E木越務タト理事職員が著書亨りした。

建 材 審 査 委 員 会 二十六日正午から靭日事筋室で開

催、置援委員長外 9 号E員出席 = -vコ ール、 セメント防

7j ( ' R! J 二件につ者 二鮎資任者から鮮細説明採取、質問等

。後審査に移ったが結局二件共小委員に託 し伶籾牽研

究する事とした。

東 海 支部 役 員 会 七日及二十三日支部事務所で開催

玉置支部長タト妥ー員役員出席舎苦H. l 司斡其他を議した。

「建築と従舎」について

希EZ回答原いま す

本 誌 も合 員 各 [ 吹 の 御 後 援 と 御 協 力 に よ P漸 次 充

実 し 好 評 伝 得 て お り 、 内 容 も 各 位 の 御 希 望 に 副 う

様 霊 力 して 参 b ま した が、此 の 際 向一 層 の 前 進 と

斬新な期レ、食員各伎の本誌に射する ￭ｾ 想、希望

に つ い て 下 記 要 項 等 に つ き 簡 単 な る 御 回 答 を 得 た

く存じます。

1 . 今 迄 の 掲 載 内 容 陀 封 す る 感 想。

2. 今 迄 の も の で 績 け た い と 思 わ れ る 記 事。

3. 必 要 な し と 思 わ れ る 記 事 。

4. 新 に 是 非 の せ た い と 思 わ れ る 記 事.

5. そ の 外 今 後 の 曾 誌 じ 劃 す る 希 望。

新 建 築 の 展 EE 刷 出衆 / 限定版 ・間 服 せ ず、乞 前 倒 送 付

とれからの建築ほどのようになるか ? との ー悠によって勝旅の新建築に対する綜合的な新知識が得られる

A 5 版 1 S  0 頁 上 製 定 .慣 2 0 0 回 送 料 2 0 園

京 都 大 事 ・建 築 謬 研 究 舎 編 集 。 一 世 建 築 技 術 者の 綜 合 事 術 雑 誌

月刊 建 築 皐 研 究 新会員 耕 問 問 料 伺 ・伴鎚5 円 〈選対

建築祭のあ，らゆる分野をもうらし内外の新しい技術委料を毎月蛮表紹介する最高唯一の研究誌で ある

京 都 大 暴 建

築 事 敬 室 内

建 築 皐 研 究 曾

京 都 左 京 局 区 内 吉 国 本 町

援幸子 口 座 ・大 阪 8 2  8  () 0 呑

39 



正 曾 員 木 村 寛 一 君 逝 去

前説言ト報の如く本合理事木村寛一君昭和二十四

年十一月二十四日突如念逝されたことは誠に痛世-

の極みである。

君け兵庫県系宍粟郡三方村の出身で都島工業製校

建築科を総て早稲田大壌に襲び卒業後株式含置土橋

本組に入枇設計、営業部長等の要職にあったが昭

和五年木村建設株式合祉を創立世長として枇業に

尊心された。資性園満誠貨で情誼に厚かったので

内外上下の信墜を一身に集め業績年と共じ隆盛の

域に達し業界にも漸く重きをなされ又公共名稼職

陀も推されるなど斯界稀に見る人格者でもるった

本舎に同夙に籍を置かれ各委員、幹事、役員に

濯ばれて克くその任を果 し現に理事の職にあり主

記代表の一員として舎の抱畿に参誼常に熱心に協

力本舎の隆盛に寄奥されたが就中二十二、二十三

爾年度来撃によ り二期舎勢委員長そ粂務その閉幕

ら舎勢登展に量産され不起; 犠牲を挽tずれるなど名

委員長の整高〈合員各位に親み深きものがあった

斯界益多端の秋侍君に侠つもの多かったが計らす手

も五十二ニナa : : 一期として一夜の中に不蹄の容とな

られ拘に哀惜悲痛追慕の念禁じ難い ものがある。

認に御生前の多大な御功績に封し厚く厚く感謝の

意を表 し謹みて哀悼の誠を捧け御冥稿をお祈りす

る次第‘ である。

因に告別式は十二月二十一日午後二時から市内

阿倍野直駅南町東一丁目南大限基督護士舎堂で催さ

れた。' ，i ' 日ぽ夜来の大雨晴れて曾するもの各舎代

40 

表外名士陸槙参集忽ち式場に溢れ立錐の余地がな

かった。叉業界モの他各方面から供へられた弔花

は式場より表入口に飾られ非常な盛儀で今更なが

ら故人の徳が偲ばれた. 式は厳粛裡に進められ建

設業協舎、日本建築協舎、五日合、木村建設枇員

代表等の熱| 育こもる弔詞は参列者一周に深き感動

を奥へ? と。

本曾よ、りは舎長益支へのため主記代表理事藤木

正一氏が可重な弔調; a代讃 し宵役員佐竹則藷、鈴

木一幸、銭高輝之、東畑謙三、差質文各氏外舎員

多数参列献花、大和常務理事外職員が委員として

式場に列し? と。

ーー. . . ーー・ー一一一ーーーーーー‘ ーーーーーーー- ・・・・ー・ーーーー・ーーーーーーーー・ーーーーーー可. . ーーーー・ーーーーーーーーー・ーー・ーーーーーーーーー

後 詑

20世紀の後牛に入らんとする 1950年 を迎え、ドツヂラ

イ ンの設 定、シヤーフ・動告案等我 が閥経済ｾ展 に明朗さ

を唱し世情安定を見んとナる持、我が建l l l ! t 業界も明るい

見透しと共に復興を一段と助成せんとしつつある D

斯の時に官吉宮我が「建築と荒土会」も世情に沿い、一段

の飛躍前進を期すると共に内容タト織 をより一厚手各位の期

待 にIUう様塗力しつつある。

かねて募集した新表紙 も決定し 、それ にふさわ しい内

容も建築界の展望とし、関係各方面よ P の貴重なる原稿

を得、新春音声 1 裁を飾 P 得た事を喜ぶと共に執筆者各位

にまま上を通じて厚〈御趨申上げる次第でありますD

伶、懸賞募集の表釈の入選後表及び霊童許は記事余白。

都合上: : k ! 虎に傷載致します。差是重量遅延の段投稿者各位に

おわび致します。今後共会員各位の御援助と御糠逮を願

い編集の院とす る次第である。 く編集子〉

建 築 と 紅 舎

第 3 1 輯 第 1 競

寅債 1 部60門( 主主料共〉
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箆本建築協金舎員立23案者名簿務行要領

、今般? 廿五年度の名簿を下記要領の下に議行いたします。撰者各位の絶大な御，協力と

御支援を賜ります様お願いたします。

名簿の摂繋蛮行は各会主も難事中の滋事 とされていま すが、本合は戦後一般の便を岡る 7こめ逸平

<  tlH注主義で建築侭斑として蛮行しましに。 1・かし首! 時は紙対入手蹴のム、紅 合 情Eちも混沌fこる中

でるあり 印刷も京都主云う悪t条件で柳か務、期に反し7こ出来笑えでありました。此の度は一般の要望

に隠えて合員名簿にカ11 え℃復興途上にある土建尽関係、建材関係の案内摘を設りに結- ' s 符でー唐そ

の用途に便十る言十銭を立てました。

調製内容は概ね下記の要項で.蛮行は明春三月末日を期してお b ます。

術1ま各舎とも名簿は殆ん f 布料記布ですが、;4三台は寓絡を排 し現下の財政維を克服し全合員に無

料配布する討 Ｎ ｾです。イ旦し包銭、主主料Ｎ通信代として一部￥ ＴＰ 園前外の負携を願う事。

就いては本蹴持Jにの私製はがきに所定事項御記入の上折返し御知らせ下さい。術lま業者案内欄の

申込に格別の御協力と街l援幼を街1願い致します。

昭和25年版 日 本 建 築 協 曾 曾 畏 名 簿 愛 行 計 蜜

(  1  ) 編 集 内 容

定款、支部規程、各役員、委員、幹事、職員名簿。

1 説、 2 ｦｩＺｾ ｦｅ合員、治方合員Ｎ准会員、氏名、出身校、勤務先、 ｬ 滋名 住所。

建築科設置主要校名、建築関係官臨、市、陸謹ｾ及び郁局課長氏名。

(  2  )  大きさ 彊裁捧 A 5 版、但し 6 競叉は 9 ボ活字積組、用紙更土紙、約250頁程度。

(  3  )  頒 布 方 法 会合員 、鹿合主に一部に限 b無料配布。但 し包紙、法料、 Jm儒 U して

一部につき￥羽田門外を負挽願う。( 但し業者掲載に到する現本は選料本曾負強いた，します〉

(  4  ) 寅 債合員一部以上入用のときは一都につき 150圏、合員外一部200因。

(  5  ) 琵 行 期 自 昭和廿五年三月末日の猿定。

(  6  )  案 内 楠 掲 載 料 見;糸一小間関O圏の割、原稿と同時に料金銚込みの事。但し原稿は文字の

みに願う事・0 マーク外主主!案凸版は若干の特別頁以外はおI l ' r ! : > の事。各染後別、支部別に五十音順

主する。申込締切昭和 ｩｴ 五年二月十五日迄ー ＱＮ Ｑ 、間につき名簿一部の割でｾＺｬＢ塁。

(  7  )  組見本( 以下全部出来上り寸法と同じ)

〔 曾 員 名 簿 〕

氏 名 | 出・身 校 | 御 聖 書 先 | 住 所 l  

稿 f f : I … | 食M京…大坤堕 l卜大阪市役防附往覗叩1*大阪 制 一 一 一 邸 回

』 頁 凡 そ 言 十 行 の F繋農定

f建築業者案内〕

j苫 ，名 所 在
'地 F電 話

東 洋 建 設 株 式 曾 位

本 活・東京都中央区銀座西 3 丁目 1

，1f:居、出張所 大阪・名古屋・博多

九段 (;;1;

〔 建 築 材 料 、 間 帯 工 事 関 係 其 の 他 業 者 案 内 〕

活 名 管 業 種 目 所 在 t也

ス ν ート、瓦、 ｾＲｾＱ［ 本四 ･ 大阪市東区北漬 Ｓ 丁目 ＲＲ Ｑ 北濠 ＳＱＵＱＭＲ

靭 B 建 材 株 式 曾 訟 | 謹 活生、暖房| |  

一 般 建 築 制|支 出 ・ 押Ji 生 田 区 元 町|元町 0123→

但し交庖、出張所、取扱品等詳記を御希監の向は一位につき三小閉まで申込を受ります。 以上

枇図法人 日 本 建 築 協 曾



奮 員 募 集 に つ い て

合勢委員舎では講演合、見事曾等を催し合員相互の親睦を計ると共 ι その向上に努めて居ります

が. 一断皆様と共に合喜怒の蛮展を期し Tこい念願であります。今般合員名簿調製に伴い曾員傍方日運動

に着手して居ります。

就きましては此の際審員各位御一名につき新入禽者ー名を本年度末迄に是非御紹介下さるよう御

協力御援助方伺l願い薮します。

迫而、入合金100園、合資月 80圏、但し大医、和歌山及び各支部に臆せない合受は月 64 ; 固の制。

准合員は地域を不問、入合金50回、合費月 50園の倒。

倫 2 銃正会員即ち合位、商庖等はス合金不要、合費年額一口につき 1，000困

申 込 所

( ' 大阪事務所) 大阪中之島朝日ピP 丙及市内東匹夫前"I
J 館建設合館内次禽事務所

( 利政山事務所) 和政山市三木町南之町 島村建築事務所内

( 京 都 支 部 ) 京都市中京区爽川温河原町東入京都支部( 京都、滋賀膝下)

( 兵 庫 安 部 ) 紳戸市生田区梅磨町45 大興 ピル 1 階竹中工数庖神戸支胞内( 兵庫廊下)

( 東 海 支 部 ) 名古屋市中区熊町土木津材協舎内( 愛知、岐阜、三重廊下)

( 中 閣 支 部 ) 成鳥市関若手寺町 土産主曾館内( 山口、鹿島、岡山、島根、鳥成l際下)

( 九 州 支 部 ) 臨岡市渡溢遁六丁目 建設舎館内( 九州一回)

内‘角ν、，、'"、，、""、，、F、内ν、n‘
州、仰向剛、内，ω、......... 、何、̂""""

建材審査委員舎設置の件 〈需めに臆じて一般資材の審査を始めまし? こ〉

建材の審奈については本合多年j密集中のものでありましたが、今般之を主主方面する事とし下記規程

に基き新設の建材審査委員舎が笈行に着手する事となりました。復興途上に於りる建材並に斯界の

向上褒 遠のため大方の御支援ｾ賜ＱＮ＾ ｴ こい と存じます。

術 lま優良品に到しては希望により本舎に於て優良詮明容を蛮行します。開係各位は虞〈御宜俸の

上受容申込の斡続につとめられ、本目的達成に協力されん事を御願します。

〈涜程、申込書御入用の時は本会事協局へ御知ら ーせを乞う。〉

建 材 審 査 委 員 曾 規 程

1 . 本語員舎は一般建築費材の調奈、研究、試験等をなし審奈の結果良否を認定し以て新!f- の向上顎

主主を闘ることを目的 とする。

2. 本審芥を受けようとする者は一件毎に j所定の申込書に別に定める審奈舎費を添八現品業の他本合

が指定する資料ｾ提出する。

3. 若手責の方法は依担者より説明を聴取し調査、研究交'は必要に際じた試験分析等をする。

4. 本委員舎の意克はさを委員 3 分の 2 以上を以て決する。

5. 審奈の結果、優良品。に劃しでは一件毎に別に定める調奈費用を申し受り‘ 優良詮明書を護行する。

業の他のものに慰しては意見を附りて申込書に通知する。

G. 優良詮明書を褒行し? こ場合は建築と祉舎に掲載する外持官鹿、設計関係者に周知につとめ筒i ほ遁

首の方法で宣偲する。

7. 優良詮明書に撃せする責任は審奈委員曾 に提出された現品について負うものである。

8. 優良詮明書は護行自より一ヶ年宥効とする。

9. ホ詮明容を不正に利用され? こ賓情判明し? こ'時は直に取消のJ i l i知を穫すると共に一般に公表する。

10. 陵納の舎費其の他は如何なる場合でも返戻しない。

l l . *k足程の改援は理事合で定める。

12. 本規程は昭和24年10月 L 日より賓施する。 以 上
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